
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
経
済
発
展

i
i
l
政
治
的
な
独
立
か
ら
マ
ル
コ
ス
政
権
ま
で

i
i
l

一
九
九
七
年
に
起
き
た
ア
ジ
ア
経
済
危
機
か
ら
五
年
が
絞
過
し
、
ア

ジ
ア
の
経
済
は
徐
々
に
回
復
の
兆
し
を
み
せ
て
い
る
じ
今
闘
の
経
済
危

機
は
、
ア
ジ
ア
経
済
の
脆
弱
性
を
露
皇
し
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
ア
ジ

ア
経
済
は
、
七

0
年
代
か
ら
持
続
的
な
経
済
成
長
を
続
け
、
世
界
に
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
経
済
の
成
長
は
、
台
湾
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
と

い
っ
た
ア
ジ
ア
新
興
工
業
開

(
Zま
え
可
宮
内
古
田
三
色
町
一

z
n
o
S
E
E

N
-
E
S
)
か
ら
始
ま
り
、
東
南
ア
ジ
ア
の
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
が
ア

ジ
ア

N
I
E
sを
追
い
か
け
る
形
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
の

経
済
成
長
を
受
け
て
、
経
済
学
や
政
治
学
の
分
野
に
お
い
て
も
ア
ジ
ア

経
済
の
繁
栄
の
婆
闘
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ

た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
経
済
的
に
停
滞
し
て
い
る
諸
問
の
分

析
を
あ
ま
り
行
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
特
定
の
闘
の
事
情
を
深
く

分
析
す
る
地
域
研
究
は
進
展
し
つ
つ
あ
り
、
協
似
密
な
研
究
が
積
み
議
ね

i度

志

保

辺

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
ア
ジ
ア
経
済
を
分
析
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
地
域

に
お
け
る
経
済
成
長
の
こ
極
分
化
を
、
比
較
の
視
座
か
ら
分
析
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
G

そ
こ
で
本
穏
で
は
、
経
済
的
に
停
滞
し
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
焦
点

を
あ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
の
低
迷
の
婆
図
を
台
湾
と
緑
闘
と
比
較
し

な
が
ら
見
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
に
陰

を
ひ
そ
め
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
一
九
六

0
年
代
ま
で
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

経
済
は
、
ア
ジ
ア
経
済
の
な
か
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
位
置
し
て
い
た
。

台
湾
と
磯
田
が
七

0
年
代
か
ら
八

0
年
代
に
か
け
て
高
い
経
済
成
長
を

経
験
し
た
の
に
対
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
は
こ
の
時
期
か
ら
鈍
化
し
て

し
ま
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
の
落
ち
込
み
を
分
析
す
る
に
は
、
ま
ず

第
二
次
世
界
大
戦
終
了
か
ら
八

0
年
代
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
国
の
経
済

状
況
の
差
異
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。



筑
波
法
政
第
三
十
六
日
す
(
一
品

O
O
一一)

植
民
地
支
配
か
ら
の
独
立

(
一
)
米
国
の
援
助
と
輸
入
代
答
工
業
化
政
策

被
民
地
支
配
下
に
お
か
れ
て
い
た
多
く
の
後
進
国
は
、
第
二
次
佼
界

大
戦
終
了
後
、
政
治
的
な
独
立
を
来
た
し
た
も
の
の
、
当
時
の
列
強
と

も
い
え
る
米
国
と
旧
ソ
ビ
エ
ト
迷
邦
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。

日
本
の
横
民
地
支
配
下
に
お
か
れ
て
い
た
台
湾
と
緯
閣
は
、
第
今
一
次
世

界
大
戦
が
終
了
す
る
と
日
本
の
支
配
か
ら
開
放
さ
れ
た
。
一
九
四
九
年

に
中
葉
人
民
共
和
国
が
成
立
す
る
と
、
台
湾
は
紛
争
に
敗
れ
た
関
民
党

に
よ
り
支
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
朝
鮮
半
島
に
は
、
一
九
間
八
年
に

大
韓
民
国
が
成
立
す
る
が
、
一
一
一
八
度
線
以
南
に
米
軍
が
駐
裂
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
五

O
年
に
は
、
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
、
ア
ジ

ア
諸
国
に
お
い
て
も
米
ソ
の
対
立
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
米
国
は
、
独

立
し
た
ば
か
り
で
不
安
定
な
判
明
米
国
家
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
巨
額
の

援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
れ
ら
の
諸
国
に
対
し
開
始
す
る
よ
う
に
な
る
c

一
九
四
五
年
か
ら
し
ハ
四
年
の
間
に
米
国
か
ら
台
湾
に
援
助
さ
れ
た
金

額
は
、
一
一

O
億
七
百
万
ド
ル
に
お
よ
ん
だ
q

援
助
の
大
部
分
は
、
台
湾

の
政
府
を
続
出
し
て
、
電
力
や
化
学
肥
料
・
製
糖
・
運
輸
な
ど
の
公
営

企
業
に
投
資
さ
れ
た
。
朝
鮮
戦
争
で
大
き
な
打
撃
を
、
つ
け
た
韓
国
に
も

間
五
年
か
ら
ん
ハ
四
年
ま
で
に
米
国
か
ら
一
一
一
七
億
七
百
万
ド
ル
の
援
助
額

が
投
入
さ
れ
た
c

援
助
の
大
半
は
、
原
料
・
半
製
品
形
態
の
援
助
物
資

で
あ
っ
た
c

こ
の
時
代
の
台
湾
と
韓
国
で
は
、
米
国
か
ら
の
援
助
を
用

4
r
、
J

，r 

い
て
経
済
復
興
を
凶
り
、
復
興
が
一
段
浴
す
る
と
経
済
政
策
と
し
て
輸

入
代
替
工
業
化

Q
B宮
ユ

ω吾
毘
Z
S
M
m
宮
内
同
信
箆
広
島
N
酔
砕
い

o
p
出
回
)

を
採
用
し
た
。
輸
入
代
替
工
業
化
と
は
、
輸
入
管
環
な
ど
の
保
護
姶
援

を
と
っ
た
上
で
、
輸
入
を
禁
じ
た
商
品
の
生
産
を
間
内
で
行
な
う
も
の

で
あ
り
、
工
業
化
の
初
期
段
階
で
採
用
さ
れ
る
政
策
で
あ
る
。

一
九
凶
六
年
に
米
国
か
ら
政
治
的
な
独
立
を
来
た
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
と
っ
て
も
最
大
の
課
題
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
寵
廃
し
た
経
済
を

復
興
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
、
独
立
直
後
に
米

関
か
ら
六
億
4

一
百
万
ド
ル
の
援
助
を
受
け
、
経
済
の
建
て
直
し
に
全
力

を
尽
く
し
た
。
し
か
し
米
国
の
援
助
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
経
済
復
興
を

単
に
支
援
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
Q

米
関
は
、
援
助
と
引
き
換
え
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
通
商
法
(
市
在
日
仲
間
選
ぽ
申
甲
怠
昂
〉

a
c問
活
品
。
w

フ
ィ
リ

ピ
ン
通
尚
法
は
一
般
約
に
ベ
ル
通
商
法
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
、
以

下
で
は
ベ
ル
通
商
法
と
呼
ぶ
)
の
締
結
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
に
要
求
す

る。
ベ
ル
通
商
訟
は
、
米
比
関
の
特
恵
貿
易
を
取
り
決
め
た
協
定
で
あ
っ

た
ο

ベ
ル
遜
衡
法
に
お
い
て
は
、
一
ド
ル
が
一
一
ペ
ソ
と
悶
定
さ
れ
、
ベ

ソ
の
変
動
に
際
し
で
は
米
国
大
統
領
の
同
意
を
必
要
と
し
て
い
た
。
ま

た
ベ
ル
通
商
法
は
一
部
の
産
業
に
つ
き
、
米
国
資
本
家
に
対
し
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
と
同
じ
待
遇
を
与
え
る
内
国
民
待
遇
を
認
め
て
い
た
。
内
閣
民

待
遇
が
認
め
ら
れ
た
結
果
、
独
立
以
後
も
米
国
資
本
を
基
盤
と
す
る
多

間
籍
企
業
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
参
入
す
る
こ
と
が
河
能
に
な
っ
た
。
ま
た
、



フ
ィ
リ
ピ
ン
の
輸
出
入
は
、
五

0
年
代
ま
で
よ
ハ
か
ら
七
割
を
米
国
が
占

め
る
こ
と
に
な
り
、
経
済
面
で
の
対
米
従
属
構
造
が
独
立
以
後
も
継
続

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
対
米
従
属
構
造
の
継
続
は
、
経
済
面
だ
け
に
限
ら
れ

た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
米
国
は
、
ベ
ル
通
商
法
を
て
こ
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
へ
の
介
入
を
さ
ら
に
深
め
て
い
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
第
二
次
世

界
大
戦
中
、
中
部
ル
ソ
ン
の
パ
ン
パ
ン
ガ
州
、
タ
ル
ラ
ク
州
、
ヌ
エ
バ

エ
シ

1
ハ
州
の
三
州
で
日
本
の
点
領
に
対
す
る
抵
抗
運
動
が
展
開
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
運
動
の
主
体
は
フ
ク
パ
ラ
ハ
ツ
プ
(
出
口
W
ぴ
O
H係
国
由
旬
、

hS

F
島
田
口
出
回
出
回
宮
P
E
C
Wゲ
回
目
同
町
田
唱
ゆ
以
下
フ
ク
聞
と
省
略
)
と
呼
ば

れ
、
日
本
家
が
撤
退
し
た
後
は
、
そ
の
運
動
を
農
民
運
動
に
転
換
さ
せ

つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
フ
ク
間
の
逮
動
は
、
米
国
に
と
っ
て
第
二
の
中
国

を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
c

ブ
ク
聞
の
運
動
が
拡
大
す
る
こ
と
を

恐
れ
た
米
閣
は
、
ブ
ク
聞
の
鎮
圧
に
際
し
フ
ィ
リ
ピ
ン
図
箪
(
答
申

〉

H
g
E
句
。
吋
口
市
町
。
叫
答
申
司

Z
H
G
M
}
5
2・
〉

2ι)
を
起
用
し
よ
う
と
し

た
が
、
当
時
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
問
中
平
は
、
フ
ク
閣
制
限
の
た
め
の
組
織
力

を
充
分
に
備
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
米
国
は
、
統
合
米
中
車
窓
・
事
顧

問
団
乙
a
E
C
ω
嵐
長
芯
弓
〉
島
aig弓
の
B
Z一
ヲ
缶
詰
忌
KFC)
を
通

じ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
間
態
の
近
代
化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
第
二
代
大
統
領
の
キ
リ
ノ

(
p
aユ
ロ
タ
巴
立
&O)
は、

ブ
ク
聞
を
武
力
で
制
圧
す
る
前
に
ま
ず
交
渉
す
る
こ
と
を
優
先
さ
せ
、

和
解
の
道
を
模
索
し
て
い
た
c

米
閣
は
、
キ
リ
ノ
大
統
領
が
ブ
ク
回
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
経
済
発
展
(
渡
辺

鎮
圧
に
対
し
て
積
秘
的
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
と
、
次
期
大
統
領
選
挙

で
大
規
模
な
介
入
を
行
な
っ
た
。
米
国
が
次
期
大
統
領
に
推
し
た
の
は
、

キ
リ
ノ
時
代
に
凶
防
長
官
と
し
て
ブ
ク
問
の
鍛
肢
に
積
極
的
な
姿
勢
を

み
せ
た
マ
グ
サ
イ
サ
イ
(
宮
m
m
g吉
田
予
初
出

goH乙
で
あ
る
。
マ
グ
サ

イ
ザ
イ
は
、
米
関
の
協
力
で
一
九
五
一
一
…
年
に
第
三
代
大
統
領
に
就
任
し
、

フ
ク
聞
の
掃
討
に
取
り
か
か
っ
た
。
マ
グ
サ
イ
サ
イ
の
巧
妙
な
政
策
展

開
と
米
国
の
支
援
に
よ
り
、
フ
ク
問
は
解
体
さ
れ
た
c

し
か
し
親
米
派

の
マ
グ
サ
イ
サ
イ
が
大
統
領
に
就
任
し
た
事
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
米
聞
は
独
玄
以
綾
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
内
政
治
に
強
い
影
響
を
与

え
て
い
た
の
で
あ
る
。

対
米
従
属
機
迭
を
維
持
し
な
が
ら
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
戦
後
復

興
作
業
は
順
調
に
す
す
み
、
今
九
五

0
年
代
に
入
る
と
戦
争
の
傷
跡
は

ほ
ぼ
修
復
さ
れ
た
c

そ
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
本
格
的
な
工
業
化
を
開

始
さ
せ
た
っ
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
採
用
さ
れ
た
経
済
政
策
も
、
台
湾
、
韓
国

と
同
様
に
輸
入
代
替
工
業
化
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
工

業
化
は
、
台
湾
と
ほ
ぼ
同
じ
程
度
で
あ
っ
た
。
国
内
総
生
産

(
C
E窓

口
。
宮
田
忠
ゆ
口
市
吋

agnycロ
司
)
に
お
め
る
工
業
部
門
の
比
率
は
、
六

五
年
時
点
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
一
一
八
%
、
台
湾
が
一
一
一
O
%
で
あ
っ
た
。
同

年
の
韓
国
の
数
値
は
二
五
%
で
あ
っ
た
の
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
韓
国
を

少
し
リ
ー
ド
し
て
い
た
。
同
年
の

G
D
Pを
み
て
み
る
と
フ
ィ
リ
ピ
ン

が
六
O
億
一
千
万
ド
ル
、
台
湾
が
三
八
億
七
百
万
ド
ル
、
韓
国
が
三
O

億
ド
ル
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
数
値
か
ら
当
時
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
は
、

占

L

ハ



筑
波
法
政
第
三
十
三
u
万
三
一

0
0

高
い
水
準
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
二
)
輸
入
代
替
工
業
化
に
お
け
る
政
府
と
企
業
の
関
係

台
湾
、
韓
関
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
輸
入
代
替
工
業

化
政
策
は
、
関
内
の
産
業
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
の
マ
、
政
府
の
役

割
が
重
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
輸
入
代
答
工
業
化
政
策
が
採
用
さ
れ
た

時
期
の
各
国
の
政
府
の
役
割
と
、
工
業
化
の
担
い
手
と
な
っ
た
企
業
と

の
関
係
を
以
下
で
述
べ
る
。

台
湾
に
お
い
て
輸
入
代
容
工
業
化
の
担
い
手
と
な
っ
た
の
は
、
公
営

企
業
、
党
営
企
業
、
そ
し
て
上
海
か
ら
逃
げ
て
き
た
中
国
系
大
企
業
で

あ
っ
た
。
台
湾
政
府
は
、
日
本
の
楠
民
地
支
配
下
で
薬
積
さ
れ
た
財
産

を
接
収
し
、
米
聞
か
ら
の
援
助
を
積
極
的
に
こ
れ
ら
の
企
業
に
配
分
し

た
。
一
部
の
台
湾
系
の
企
業
に
対
し
て
も
米
国
か
ら
の
援
助
が
配
分
さ

れ
た
が
、
そ
の
割
合
は
極
め
て
低
く
か
っ
た
。
公
営
企
業
の
数
は
、
一

九
五
四
年
の
時
点
で
全
企
業
数
の
一
一
一
・
一
一
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
資

本
額
は
閲

0
・
四
%
を
占
め
て
い
た
。
公
営
企
業
は
、
金
融
機
関
や
交

通
運
輸
部
門
な
ど
の
基
幹
産
業
を
独
占
し
た
。
民
間
企
業
は
、
こ
れ
ら

の
産
業
に
参
入
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
台
湾
に
お
け
る
輸

入
代
替
工
業
化
政
策
は
、
政
府
の
指
導
の
も
と
公
営
企
業
が
中
心
と

な
っ
て
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
韓
国
の
輸
入
代
替
工
業
化
の
担
い
手
と
な
っ
た
の
は
、
特
慈

財
閥
で
あ
る
c

日
本
の
植
民
地
支
配
期
に
も
数
は
少
な
い
が
、
い
く
つ

一
六
四

か
の
財
閥
が
存
在
し
た
。
し
か
し
日
本
の
撤
退
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
財

閥
は
、
従
来
ま
で
の
特
権
を
失
い
、
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
の
不

況
の
あ
お
り
を
受
け
て
徐
々
に
勢
力
を
失
っ
て
い
っ
た
。
日
本
人
が
所

有
し
て
い
た
財
産
は
、
米
箪
政
下
に
お
い
て
務
国
政
府
に
引
き
渡
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
財
点
検
を
経
営
能
力
の
あ
る
政

界
縁
故
者
に
有
利
な
条
件
で
払
い
下
げ
た
。
無
償
問
然
で
資
産
を
入
手

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
れ
ら
の
者
は
、
特
恵
財
閥
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
る
。
米
国
の
援
助
が
開
始
さ
れ
る
と
、
特
恵
財
閥
は
政
界
と
の
関
係

を
活
用
し
、
援
助
資
源
を
優
先
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

ら
の
財
閥
は
加
工
業
に
若
手
し
、
政
府
の
保
護
下
で
短
期
間
の
う
ち
に

急
成
長
を
遂
げ
た
。
こ
の
時
代
の
韓
国
企
業
の
遂
命
は
、
政
府
の
保
護

を
受
け
ら
れ
る
か
否
か
で
大
き
く
わ
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

次
い
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
輸
入
代
替
工
業
化
の
担
い
手
に
つ
い

て
述
べ
る
前
に
、
当
時
の
米
比
関
係
に
つ
い
て
触
れ
る
。
関
内
産
業
を

保
護
す
る
輸
入
代
替
工
業
化
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
市
場
の
米
関
化
に
成
功

し
て
き
た
米
国
に
と
っ
て
好
ま
し
い
政
策
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
米

国
は
、
保
護
の
撤
廃
を
求
め
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
圧
力
を
か
け
る
よ
う
に
な

る
。
し
か
し
独
立
直
後
に
米
比
簡
で
締
結
さ
れ
た
ベ
ル
通
商
法
、
米
比

甘
積
地
協
定
の
不
平
等
性
の
撤
廃
を
求
め
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
で
は
反

米
感
情
が
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
、
米
間
聞
の

圧
力
に
対
し
安
易
に
印
刷
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
米
関
は
、
不
平
等
条
約
の
一
つ
で
あ
る
ベ
ル
通
商
法
の
改
定



を
申
し
出
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
、
改
定
協
議
に
応
じ
た
。
そ
の
結

果
、
一
九
五
六
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
通
商
協
定
改
定
法
(
市
E
E
V
1
5

4
5号
〉
鳴
・

2
5
8酔
阿
戸
市
三
氏
。
ロ
〉
♀
え

5
8
)
が
成
立
し
た
。
こ

の
通
商
法
は
、
調
印
者
に
ち
な
ん
で
ラ
ウ
レ
ル
・
ラ
ン
グ
レ
イ
協
定

p
g同
1a‘F
S包
昌
〉
宵

2
5
8件。内
5
2
v
通
称
L
L協
定
、
以
下

L
L協
定
と
省
絡
)
と
も
呼
ば
れ
る
。

L
L協
定
は
、
ベ
ル
通
商
法
が
も
っ
て
い
た
一
方
的
な
制
限
を
和
ら

げ
る
も
の
で
あ
っ
た
c

フ
ィ
リ
ピ
ン
側
に
は
、
通
貨
や
為
替
の
管
理
権
、

ま
た
一
九
五
五
年
か
ら
間
開
始
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
た
賦
課
関
税
の

逓
増
率
を
改
定
す
る
権
限
が
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が

一
方
的
に
米
関
資
本
に
与
え
て
い
た
内
国
民
待
遇
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
資
本

も
米
国
内
に
お
い
て
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
不
平
等
性
の
一
部
が
是

正
さ
れ
た
c

こ
れ
ら
の
改
定
条
項
を
米
関
側
が
承
諾
す
る
代
わ
り
と
し

て
米
政
府
は
、
ベ
ル
通
商
法
で
一
部
の
分
野
で
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
間
内
で
の
米
国
資
本
の
活
動
を
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
認
め
る
よ
う
要
求
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
こ
の
要
求
を
受
け
入

れ
た
た
め
、
米
国
資
本
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
の
支
配
は
、
ベ
ル
通

商
法
以
上
に
決
定
的
と
な
っ
た
。

L
L
協
定
の
締
結
後
、
多
く
の
米
企
業
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
参
入
し
て

き
た
c

ほ
と
ん
ど
の
米
系
企
業
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
各
地
に
子
会
社
を
設

立
し
始
め
た
。
米
系
余
業
が
進
出
し
た
の
は
、
包
装
と
組
み
立
て
の
部

門
が
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
部
門
で
は
、
米
国
の
資
本
焼
、
組
立
技

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
経
済
発
展
(
渡
辺
)

術
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
輸
入
代
務
工
業
化
政

策
は
、
米
国
系
企
業
の
参
入
に
も
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
輸
入
代
替
工
業
化
の
担
い
手
は
、

米
系
企
業
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
約
四
百
年
間
ス
ペ

イ
ン
と
米
国
の
橋
氏
地
支
配
に
お
か
れ
て
い
た
ο

ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地

支
配
期
に
は
、
教
会
を
中
心
と
し
て
大
土
地
農
閣
が
形
成
さ
れ
た
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
管
轄
権
を
ス
ペ
イ
ン
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
米
国
は
、
こ
れ
ら
の

農
園
を
利
用
し
て
輸
出
剤
の
農
作
物
を
栽
培
し
た
。
米
国
椴
民
地
支
配

期
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
被
民
地
支
配
鶏
に
統
治
形
態
に
組
み
込
ま
れ
た
一

部
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
土
着
エ
リ
ー
ト
、
ス
ペ
イ
ン
系
の
子
孫
、
そ
し
て
商

業
を
営
む
華
人
に
も
大
土
地
の
所
有
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
者
た

ち
は
、
独
立
以
後
も
大
土
地
を
基
盤
と
し
て
多
角
的
な
経
営
に
乗
り
出

し
、
繊
維
、
紙
、
セ
メ
ン
ト
、
鉄
鋼
業
に
参
入
し
始
め
た
。
彼
ら
は
、

政
界
と
深
い
関
わ
り
を
保
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
政
府
は
こ
れ
ら
の
業

種
に
対
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
開
発
銀
行
(
ロ
君
巴

8
5
8仲
W
S
W
0
2
Z

M
M
Y

医
者
宮
市

p
u
∞MM)
を
通
じ
て
多
額
の
融
資
を
行
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
輸
入
代
替
工
業
化
の
担
い
手

と
な
っ
た
の
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
参
入
し
た
一
部
の
米
系
企
業
と
、
植

民
地
支
配
期
か
ら
恩
恵
を
受
け
、
独
立
以
後
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
政
治
経

済
を
掌
握
し
て
い
た
一
部
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
、
こ
れ

ら
の
エ
リ
ー
ト
隠
帽
を
土
佐
桁
エ
リ
ー
ト
と
定
義
づ
け
る
。

一
六
五



筑
波
法
政
第
三
十
三
号
(
二

0
0
・…)

台
湾
と
韓
国
に
お
け
る
工
業
化
の
進
展

輸
入
代
替
工
業
化
は
国
内
市
場
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
た
め
、

経
済
成
長
に
限
り
が
あ
っ
た
。
輸
入
代
替
工
業
化
の
限
界
に
加
え
、

九
五
八
年
以
降
、
米
国
の
国
際
収
支
の
慾
化
と
そ
れ
に
続
く
ド
ル
不
安

に
よ
り
台
湾
へ
の
米
国
援
助
は
、
六
五
年
に
打
ち
き
ら
れ
る
。
ま
た
、

米
国
の
対
稼
媛
助
は
、
無
償
援
助
か
ら
有
償
援
助
に
切
り
換
え
ら
れ
た
。

さ
ら
に
先
進
聞
に
お
け
る
労
働
賃
金
の

t
昇
も
あ
い
ま
っ
て
台
湾
、
韓

国
に
対
す
る
市
場
開
放
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
強
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

要
悶
が
葉
な
っ
て
、
台
湾
、
韓
関
は
、
輸
出
志
向
工
業
化
面
同
苦
手

。
江

g
g仏
F
P
H
a江印回目
N
a
5
P
E
)同
)
を
主
体
と
し
た
自
立
的
な
経

済
機
迭
を
目
指
す
よ
う
に
な
る
。

(
ご
輸
出
志
向
工
業
化
へ
の
転
換

台
湾
、
韓
関
は
、
米
国
の
市
場
開
放
の
要
求
に
応
え
る
形
で
、
間
内

の
産
業
を
保
護
し
て
い
た
従
来
の
法
制
度
の
改
定
作
業
に
と
り
か
か
っ

た
。
台
湾
で
は
、
一
九
五
九
年
に
「
-
九
項
目
の
財
政
・
経
済
改
革
措

置
」
、
六

O
年
に
「
投
資
奨
励
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。
前
者
は
、
貿

易
規
制
の
緩
和
、
輸
出
の
促
進
、
貯
蓄
と
倹
約
の
奨
励
、
工
場
開
設
へ

の
投
資
の
改
擦
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
あ
り
、
後
払
刊
は
、
投
資
環
境
の

改
銭
円
、
外
資
導
入
、
輸
出
産
業
の
発
展
に
と
っ
て
火
き
な
プ
ラ
ス
と
な
っ

た
。
韓
国
に
お
い
て
も
、
一
九
六
九
年
に
「
外
閑
人
投
資
の
誘
致
促
進

内、A
、

↑

J

ノ
一
ノ

と
外
悶
人
投
資
企
業
の
育
成
の
た
め
の
施
策
」
が
発
表
さ
れ
、
対
外
庶

接
投
資
の
受
け
入
れ
準
備
が
着
々
と
進
ん
だ
。

法
制
度
の
改
革
に
加
え
岡
田
で
は
、
輸
出
専
門
の
工
場
を
誘
致
し
自

由
貿
易
を
行
、
つ
た
め
に
、
立
地
条
件
を
整
備
し
た
輸
出
加
工
区
(
回
同
s

宮
ユ
句
8
8
2宮
m
N
O
ロ
タ
出
M
J
N
)

の
建
設
が
な
さ
れ
た
。
輸
出
加
工

区
に
進
出
し
た
企
業
は
、
製
造
し
た
製
品
を
す
べ
て
輸
出
す
る
義
務
を

負
っ
て
い
る
が
、
製
造
に
必
要
な
原
材
料
の
輸
入
を
自
由
に
行
な
う
こ

と
が
で
き
、
ま
た
税
制
上
の
優
遇
措
置
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
輸

出
加
工
肢
は
、
電
力
や
用
水
も
安
定
し
て
お
り
工
場
立
地
に
最
適
で

あ
っ
た
た
め
、
多
国
籍
企
業
に
と
っ
て
魅
力
的
な
地
域
で
あ
っ
た
。

資
源
が
乏
し
く
技
術
力
も
備
わ
っ
て
い
な
い
後
進
国
に
と
っ
て
、
単

独
で
工
業
化
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
は
、
非
常
に
凶
雑
で
あ
る
。
し
か
し

外
資
を
導
入
し
多
国
籍
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
進
め
ら
れ
る
工

業
化
は
、
経
済
的
な
リ
ス
ク
を
軽
減
し
、
ま
た
外
開
の
新
し
い
技
術
を

導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
後
進
出
に
と
っ
て
も
望
ま
し
か
っ
た
。

具
体
的
に
各
閣
に
つ
い
て
み
る
と
、
台
湾
で
は
、
他
の
後
進
悶
に
先

史
ち
4

九
六
六
年
に
輸
出
加
工
区
が
高
雄
に
建
設
さ
れ
た
。
高
雄
に
続

き
六
九
年
に
は
、
楠
梓
と
台
中
に
輸
出
加
工
区
が
建
設
さ
れ
た
。
高
雄

に
は
、
日
米
な
ど
の
外
国
企
業
が
進
出
し
、
七
五
年
ま
で
に
目
標
を
大

き
く
上
関
る
一
間
二
社
が
操
業
す
る
に
い
た
っ
た
c

楠
梓
に
は
、
大
規

模
な
工
場
が
進
出
し
、
進
出
工
場
数
は
二
二

O
社
に
お
よ
ん
だ
。
台
市
叩

は
、
高
雄
と
楠
梓
の
半
分
の
規
模
の
輸
出
加
工
区
で
あ
る
。
輸
出
加
工



阪
か
ら
の
輸
出
は
、
七
五
年
の
段
階
で
輸
出
全
体
の
八
・
六
%
を
占
め

た
。
台
湾
で
輸
出
加
工
区
が
成
功
を
お
さ
め
た
こ
と
に
よ
り
、
輸
出
加

工
区
を
建
設
す
る
後
進
国
が
相
次
い
だ
。

輸
出
加
工
区
の
建
設
で
は
台
湾
に
遅
れ
を
と
っ
た
が
、
韓
関
で
も
一

九
七

O
年
に
「
輸
出
加
工
区
設
置
法
」
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き

馬
山
に
輸
出
加
工
区
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
馬
山
で
は
、
精

管
機
械
、
光
学
機
械
、
霞
子
工
業
な
ど
労
働
集
約
裂
の
外
国
企
業
の
誘

致
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
。
同
年
、
「
外
国
人
投
資
企
業
の
労
働
組
合

お
よ
び
労
働
争
議
の
調
整
に
関
す
る
臨
時
特
例
法
」
が
制
定
さ
れ
、
輸

出
白
山
区
内
で
の
環
境
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
外
資
系
企
業
で
働
く
労

働
者
の
労
働
運
動
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
外
資
に
対
す
る
法

律
が
整
っ
た
こ
と
で
七
一
一
一
年
以
降
、
韓
国
に
は
毎
年
一
億
ド
ル
以
上
の

政
接
投
資
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
安
価
で
安
定
し
た
労

働
力
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
日
米
を
中
心
と
す
る
多
く
の
外
資
系
企
業

が
韓
関
に
進
出
し
た
。
外
資
系
企
業
に
よ
る
輸
出
は
、
全
輸
出
の
一
五

%
か
ら
一
九
%
に
お
よ
ん
だ
。
韓
国
の
工
業
化
は
、
台
湾
と
同
様
に
、

資
本
や
技
術
を
日
本
か
ら
導
入
し
、
線
国
国
内
で
組
み
立
て
た
完
成
口
聞

を
米
閣
に
輸
出
す
る
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
韓
関
で
は
、

輸
入
が
輸
出
を
大
き
く
上
回
り
、
貿
易
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
化
し
た
。

台
湾
、
韓
国
は
、
輸
出
加
工
区
を
建
設
し
、
多
悶
籍
企
業
を
誘
致
し

て
工
業
化
を
進
展
さ
せ
た
。
し
か
し
附
国
の
工
業
化
の
初
い
手
は
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
台
湾
の
場
合
は
、
中
小
企
業
が
工
業
化
の
担

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
経
済
発
展
(
渡
辺
)

い
手
と
な
り
、
韓
国
の
場
合
は
財
閥
が
そ
の
担
い
手
と
な
っ
た
。

台
湾
の
輸
出
の
拡
大
は
、
輸
出
加
工
区
か
ら
の
輸
出
に
加
え
、
中
小

食
業
が
輸
出
製
品
の
製
造
に
若
手
し
た
こ
と
も
妥
協
と
な
っ
て
い
る
。

中
小
企
業
は
、
外
資
を
積
極
的
に
導
入
し
、
台
湾
問
内
の
安
価
な
労
働

力
を
用
い
て
雑
貨
や
家
電
製
品
を
製
造
し
、
米
国
を
中
心
と
し
た
海
外

市
場
へ
輸
出
し
た
。
中
小
企
業
に
よ
る
輸
出
は
、
全
輸
出
の
三
分
の
一
一

を
占
め
て
い
る
。
中
小
企
業
の
発
展
は
、
輸
出
の
拡
大
に
賞
献
し
た
だ

け
で
な
く
、
外
貨
の
獲
得
、
そ
し
て
農
村
部
に
お
け
る
余
剰
労
働
力
を

吸
収
す
る
の
に
役
立
っ
た
。

台
湾
に
お
い
て
中
小
企
業
が
発
展
し
た
要
凶
は
、
法
制
度
の
整
備
が

基
礎
と
な
っ
て
い
る
が
、
台
湾
の
閣
内
の
産
業
構
造
も
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
る
。
輸
出
志
向
工
業
化
の
た
め
に
は
、
ま
ず
完
全
で
は
な
く

と
も
あ
る
程
度
の
経
済
の
自
由
化
が
必
要
と
な
る
。
台
湾
で
も
輸
出
忘

向
工
業
化
に
伴
い
、
輸
入
、
関
税
、
投
資
の
函
で
自
由
化
が
進
め
ら
れ

た
。
さ
ら
に
海
外
向
け
の
製
品
に
は
、
国
際
的
な
競
争
力
が
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
輸
入
代
替
工
業
時
代
に
育
成
さ
れ
た
公
営
企
業
や
党
営
企

業
は
、
国
内
市
場
を
独
占
し
て
い
た
た
め
、
あ
え
て
国
外
に
市
場
を
求

め
る
必
要
も
な
く
、
ま
た
政
府
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
た
た
め
に
国
際
的

な
競
争
力
も
十
分
に
備
え
て
も
い
な
か
っ
た
。
対
照
的
に
国
内
の
市
場

か
ら
締
め
出
さ
れ
て
い
た
中
小
企
業
は
、
外
資
と
提
携
す
る
こ
と
に
よ

り
狭
小
な
閣
内
市
場
で
は
な
く
巨
大
な
国
外
市
場
に
活
路
を
求
め
た
の

で
あ
る
。

J

L

、JJ
一
一
ノ
J
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0

米
関
の
援
助
が
無
償
か
ら
有
償
に
切
り
終
え
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、

日
本
か
ら
韓
国
へ
の
援
助
が
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
続
闘
に
は
、

一
九
六
，
一
年
か
ら
七
，
一
年
の
一

0
年
間
に
公
共
借
款
九
億
三
百
万
ド
ル
、

品
開
業
借
款
一
五
億
三
千
万
ド
ル
の
大
規
模
な
資
金
が
提
供
さ
れ
た
。
公

共
借
款
は
、
主
と
し
て
工
業
化
の
基
盤
を
作
る
た
め
の
社
会
間
接
資
本

の
整
備
に
あ
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
商
業
借
款
は
、
そ
の
大
部
分
が
製
造

業
部
門
に
投
下
さ
れ
、
輸
出
産
業
の
育
成
を
促
し
た
。

借
款
を
基
に
し
て
工
業
化
を
進
展
さ
せ
た
韓
関
経
済
の
担
い
手
は
、

大
統
領
も
し
く
は
政
府
と
の
関
係
を
維
持
し
、
借
款
の
分
配
を
多
く
得

る
こ
と
の
で
き
た
財
閥
で
あ
っ
た
。
政
府
は
、
輸
出
を
専
門
と
す
る
企

業
に
対
し
内
陸
税
と
関
税
の
減
免
を
実
施
し
、
さ
ら
に
一
九
六

0
年
代

後
半
に
入
る
と
こ
れ
ら
の
企
業
に
対
し
一
般
貸
出
金
利
よ
り
も
か
な
り

低
い
利
必
ず
で
融
資
を
行
っ
た
。
現
代
、
大
字
、
韓
進
、
略
的
濯
な
ど
は
、

借
款
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
事
業
を
拡
大
し
、
政
府
の
輸
出
振
興
策

に
乗
ず
る
形
で
発
展
し
た
財
閥
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
c

台
湾
、
韓
国
は
、
工
業
化
の
担
い
手
の
点
で
は
迷
い
が
あ
る
も
の
の
、

外
資
を
導
入
し
た
輸
出
志
向
工
業
化
を
目
指
し
た
と
い
う
共
通
点
を
有

し
て
い
る
つ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
工
業
化
は
、
台
湾
、
韓
凶
の
経
済
構

造
を
ど
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
台
湾
の
変
化
に
つ
い
て
み
て
み
る
。
A

九
六

0
年
代
中
葉
ま

で
の
台
湾
の
輸
出
産
品
は
、
砂
糖
、
米
、
缶
詰
な
ど
の
農
産
物
が
大
半

を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
六
六
年
を
境
に
輸
出
産
品
は
大
き
く
変
化
し
、

ム

L

、?L
一一，
r
a
'
/

農
産
物
に
代
わ
っ
て
軽
工
業
製
品
が
主
流
と
な
る
。
五
五
年
に
お
け
る

輸
出
品
に
占
め
る
工
業
製
品
の
比
率
は
、
わ
ず
か

.
0
・
問
%
に
満
た

な
か
っ
た
が
、
六
五
年
に
は
四
六
%
と
農
産
物
の
比
率
に
せ
ま
り
、
七

O
年
に
は
七
八
・
六
%
と
農
産
物
を
大
き
く
上
闘
っ
た
。
軽
工
業
製
品

の
輸
出
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
幾
産
物
の
輸
出
に
占
め
る
割
合
は
、
徐
々

に
低
下
し
て
い
っ
た
。
し
ハ

0
年
代
中
葉
か
ら
七

0
年
代
の
台
湾
経
済
は
、

工
業
製
品
の
輸
出
拡
大
に
と
も
な
っ
て
成
長
し
た
っ
六
五
年
に
お
け
る

一
人
当
た
り
の

G
D
P
は
二
A

七
ド
ル
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
二
O
年

後
の
七
五
年
の
そ
れ
は
六
五
年
の
問
依
の
九
六
四
ド
ル
に
成
長
し
た
の

で
あ
る
。
一
九
五

0
年
代
の
韓
関
の
輸
出
品
も
農
産
物
が
中
心
で
あ
っ
た
。
不

安
定
な
農
産
物
の
輸
出
に
依
存
し
て
い
た
韓
国
経
済
は
、
こ
の
時
期
経

済
的
に
低
迷
し
て
お
り
、
五
四
年
か
ら
六
O
年
ま
で
韓
国
の

G
N
P
平

均
成
長
不
は
、
ヨ
・
七
%
で
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
工
業
化
が
開
始

さ
れ
る
と
衣
類
、
絹
織
物
、
繊
維
類
な
ど
軽
工
業
の
輸
出
が
椴
大
し
、

輸
出
は
六
五
年
か
ら
L

八
九
年
の
間
に
年
平
均
で
四

0
・
七
%
噌
加
し
た
c

輸
出
の
増
加
に
と
も
な
い
韓
国
経
済
も
著
し
く
成
長
し
た
。
六
二
年
か

ら
六
六
年
ま
で
の

G
N
P
成
長
率
は
八
・
一
二
%
で
あ
り
、
六
七
年
か
ら

仁
一
年
ま
で
の
同
成
長
率
は
一
O
%
に
達
し
た
。

(
ニ
)
一
九
七

0
年
代
か
ら
八

0
年
代
に
お
け
る
工
業
化
の
進
展

台
湾
、
韓
関
は
、
輸
出
志
向
工
業
化
に
加
え
、
九
七

0
年
代
中
葉



か
ら
後
半
に
か
け
て
重
化
学
工
業
化
に
着
手
す
る
よ
う
に
な
る
の
議
化

学
工
業
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
両
政
府
の
経
済
へ
の
介
入
は
、
さ
ら

に
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
台
湾
に
お
い
て
重
化
学
工
業
化
が
義
手
さ
れ
た

の
は
、
凶
際
状
況
の
変
化
が
大
き
く
作
用
し
て
い
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

の
打
開
を
模
索
し
て
い
た
ニ
ク
ソ
ン
(
呂
同
。
P
H
d
S向
島
窓
口
H
5
5
)

米
大
統
領
は
、
米
中
関
係
の
改
善
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
ニ
ク
ソ
ン

は
七
二
年
に
訪
中
し
、
台
湾
の
国
民
党
政
権
を
全
中
閣
の
代
表
と
す
る

と
い
う
従
来
の
立
場
を
改
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
台
湾
は
間
遠
か
ら
の
脱

退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
日
台
関
係
も
断
交
さ
れ
た
。
こ
の
.
速
の
事
態

が
台
湾
を
国
際
的
に
孤
L
V
Z
ご
せ
る
要
闘
と
な
っ
た
。
関
際
的
な
孤
立
に

加
え
、
七
一
一
一
年
か
ら
じ
四
年
の
石
油
危
機
に
よ
る
肢
界
経
済
の
落
ち
込

み
が
台
湾
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。

中
国
国
内
の
紛
争
に
絞
れ
台
湾
に
波
っ
て
以
来
、
凶
民
党
政
権
は
中

国
に
一
決
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
た
め
、
本
格
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行

な
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
ぷ
思
を
貫
く
こ
と
が
同
際
的
な
状

況
か
ら
も
困
難
と
判
断
し
た
国
民
党
政
権
は
、
台
湾
経
済
を
強
閑
な
も

の
に
す
る
た
め
に
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
重
化
学
工
業
化
に
取
り
組
み
始

め
た
G

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
し
て
は
、
台
湾
の
北
と
阪
を
結
ぶ
高
速
道
路

が
建
設
さ
れ
、
白
河
を
一
周
す
る
鉄
道
が
整
備
さ
れ
、
ま
た
港
湾
・
凶
際

空
港
が
建
設
さ
れ
た
。
工
業
化
政
策
と
し
て
「
国
家
十
大
建
設
」
が
計

繭
さ
れ
、
製
鉄
、
造
船
、
石
油
化
学
な
ど
の
重
化
学
工
業
化
が
開
始
さ

れ
た
。
量
一
化
学
工
業
化
は
政
府
主
導
で
行
な
わ
れ
た
た
め
、
民
間
企
業

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
経
済
発
展
(
渡
辺
)

が
参
入
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
石
油
化
学
工
業
を
除
く
霊

化
学
工
業
は
運
営
が
軌
道
に
乗
ら
な
か
っ
た
c

他
方
で
台
湾
で
は
没
化

学
工
業
化
が
深
化
す
る
前
に
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
へ
の
構
造
転
換
が
閲
ら

れ
た
。
一
九
八

O
年
に
は
、
電
子
工
業
・
精
管
機
械
仁
業
・
原
子
力
産

業
な
ど
が
集
中
す
る
新
竹
科
学
工
業
同
区
の
建
設
が
始
ま
っ
た
。

輸
出
志
向
工
業
化
で
輸
入
超
過
に
陥
っ
て
い
た
韓
関
も
、
七

0
年
代

の
後
半
に
経
済
基
盤
を
強
協
に
す
る
た
め
に
鉄
鋼
、
石
油
化
学
、
電
子
、

造
船
な
ど
の
重
化
学
工
業
化
を
開
始
す
る
。
政
府
は
、
敬
一
化
学
工
業
化

を
促
進
す
る
た
め
に
大
企
業
に
対
し
金
融
支
援
や
特
山
中
的
措
撹
を
講
じ

た
。
薫
化
学
工
業
化
に
参
入
で
き
た
の
は
、
や
は
り
財
閥
グ
ル
ー
プ
で

あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
財
閥
は
関
連
企
業
の
数
を
増
や
し
、
規
模
を
拡

大
さ
せ
る
こ
と
で
、
独
寡
占
企
業
と
な
っ
た
。
七
五
年
の
調
査
で
は
、

大
字
は
自
動
車
、
一
二
肢
は
砂
糖
・
テ
レ
ビ
・
新
聞
、
抑
制
代
は
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
・
自
動
車
・
鉄
筋
、
ラ
ッ
キ
ー
は
時
間
磨
粉
・
鉛
精
錬
・
一
れ
油
製
品
・

電
線
、
双
竜
は
セ
メ
ン
ト
、
暁
星
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
・
ナ
イ
ロ
ン
、
ロ
ッ

テ
は
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
財
閥
が
複
数
の
独
寡
出
品

目
を
有
し
て
い
た
。

一
九
八

O
年
か
ら
八
七
年
に
お
け
る
台
湾
、
韓
関
の

G
D
P
成
長
率

は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
・
六
%
、
八
・
六
%
で
あ
り
、
六
五
年
か
ら
八

O
年

の
成
長
率
と
比
較
す
る
と
一
%
か
ら
二
%
ダ
ウ
ン
し
た
。
輸
出
の
年
増

加
率
も
台
湾
が
一
二
・
六
%
、
韓
関
が
一
四
・
三
%
で
あ
り
、
こ
の
比

率
も
六
五
年
か
ら
八

O
年
の
増
加
来
と
比
較
す
る
と
低
下
し
て
い
る
。

一
六
九
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し
か
し
八

O
年
か
ら
九

O
年
に
お
け
る
米
国
と
日
本
の

G
D
P
成
長
率

が
二
・
六
%
と
問
・
一
%
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
台
湾
、
韓

国
の
経
済
成
長
は
、
八

0
年
代
に
お
い
て
も
持
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。

マ
ル
コ
ス
政
権
下
に
お
け
る
工
業
化
政
策

(
ご
マ
ル
コ
ス
の
独
裁
化

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
一
九
六
五
年
の
大
統
領
選
挙
で
、
現
織
の
マ
カ

パ
ガ
ル
(
宮
町
呂
田
官
官
グ
担
。
即
応
色
。
)
を
依
っ
た
マ
ル
コ
ス
(
区
間
円
。
戸

閉

42門
医
ロ
田
口
島
)
が
大
統
領
に
就
任
し
た
。
六
九
年
、
マ
ル
コ
ス
は
再
選

を
か
け
て
再
び
大
統
綴
選
に
史
候
補
し
た
。
マ
ル
コ
ス
の
対
立
紋
補
で

あ
っ
た
の
は
、
政
界
に
お
い
て
も
、
ま
た
経
済
界
に
お
い
て
も
伝
統
的

な
土
者
エ
リ
ー
ト
と
し
て
有
名
な
オ
ス
メ

i
ニ
ヤ
(
。
田

5
3
u
p
∞25

租
タ
弘
同
乙
で
あ
っ
た
。
し
か
し
マ
ル
コ
ス
は
、
オ
ス
メ

i
ニ
ャ
に
版

倒
的
な
差
を
つ
け
再
選
を
来
た
し
た
。
現
職
の
大
統
領
が
再
選
を
来
た

し
た
の
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
オ
ス
メ

l
ニ
ャ
に
勝
っ
て
再
選
を
来
た
し
て
か
ら
、
マ
ル

コ
ス
に
は
変
化
が
見
ら
れ
始
め
た
。
マ
ル
コ
ス
は
、
閣
僚
を
次
キ
と
更

迭
し
、
マ
ル
コ
ス
支
持
派
を
側
近
と
し
て
霞
く
よ
う
に
な
っ
た
r

ま
た

マ
ル
コ
ス
は
、
土
着
エ
リ

i
ト
を
中
心
と
し
た
反
マ
ル
コ
ス
分
子
を

次
々
と
政
界
か
ら
排
除
し
、
マ
ル
コ
ス
支
持
者
で
政
権
を
閉
め
、
権
力

Fヒ。

の
集
中
化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
ο

権
力
の
集
中
が
遂
行
す
る
中
で
問
題

と
な
っ
た
の
は
、
マ
ル
コ
ス
の
正
統
性
で
あ
っ
た
。
一
九
三
五
年
憲
法

は
、
大
統
領
の
一
一
一
選
を
禁
止
し
て
い
た
。
一
三
五
年
憲
法
を
採
用
す
る
限

り
、
す
で
に
二
選
を
果
た
し
て
い
た
マ
ル
コ
ス
は
、
次
期
大
統
領
選
挙

に
出
馬
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
ヮ
マ
ル
コ
ス
に
は
、
三
五
年
憲

法
を
廃
止
し
、
新
し
い
憲
法
に
よ
っ
て
一
一
品
選
を
可
能
に
す
る
遊
し
か
残

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
し
か
し
憲
法
の
改
定
は
、
そ
う
簡
単
に
で
き
る

作
業
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
マ
ル
コ
ス
は
、
社
会
情
勢
の
怒
化
を
創

り
出
す
作
戦
に
出
た
の
で
あ
る
。
七
一
年
八
月
、
中
間
選
挙
を
日
前
に

扱
え
、
マ
ニ
ラ
の
ミ
ラ
ン
ダ
公
開
で
は
リ
ベ
ラ
ル
党
(
ピ

Z
S
H
H
M
R
q唱

円
、
司
)
の
集
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
リ
ベ
ラ
ル
党
の
支
持
者
逮
が
多

く
集
ま
っ
た
そ
の
集
会
場
で
、
爆
弾
事
件
が
発
生
し
た
。
マ
ル
コ
ス
は

こ
の
事
件
を
口
実
に
人
身
保
護
令
を
停
止
す
る
。
そ
し
て
マ
ル
コ
ス
は

七
二
年
九
月
に
、
毛
沢
東
、
マ
ル
ク
ス
・
レ

1
ニ
ン
の
思
想
を
受
け
継

い
だ
新
人
民
箪
(
沼
市
唱

F
0
1
R田
〉

B予
ZE)
が
政
府
を
転
覆
さ

せ
る
活
動
を
継
続
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
公
共
の
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
会
土
に
戒
厳
令

を
布
告
し
た
の
で
あ
る
心

マ
ル
コ
ス
に
と
っ
て
次
の
難
関
は
、
一
九
七
三
年
幅
一
一
月
一
一
一

O
日
時

点
で
任
期
切
れ
と
な
る
大
統
領
の
地
伎
を
延
命
さ
せ
、
法
的
な
正
統
性

を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
マ
ル
コ
ス
は
、
従
来
の
一
二
五
年
憲
法
を
改
定

す
る
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
。
一
一
一
選
を
認
め
た
七
三
年
憲
法
は
、
国
民



の
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
成
立
し
た
。
七
三
年
憲
法
の
成
立
に
よ
っ
て

マ
ル
コ
ス
の
続
投
は
、
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
マ
ル
コ
ス
は
、
七
一
一
一
年
憲
法
に
巧
妙
な
修
正
を
加
え
な
が
ら

(四
v

権
力
の
集
中
化
を
実
現
さ
せ
て
い
っ
た
。
マ
ル
コ
ス
独
裁
を
法
的
に
決

定
づ
け
た
の
は
、
七
六
年
に
追
加
さ
れ
た
修
正
六
条
で
あ
る
。
修
正
六

条
は
、
戒
厳
令
が
し
か
れ
て
い
る
問
、
大
統
領
に
立
法
権
を
認
め
た
。

ま
た
緊
急
時
も
し
く
は
国
民
議
会
が
適
切
な
行
動
が
と
れ
な
い
場
合
、

大
統
領
は
布
告
や
指
令
を
出
す
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
は
法
の
一
部
と

し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
修
正
六
条
に
よ
り
、
戒
厳
令
の

続
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
、
議
会
は
事
実
上
そ
の
機
能
を
失
っ
た
と

い
え
る
。
ま
た
七
三
年
憲
法
で
は
、
選
挙
に
出
馬
で
き
る
政
党
の
登
録

に
関
し
て
様
々
な
条
件
を
課
し
た
た
め
、
実
際
に
政
党
愛
録
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
マ
ル
コ
ス
の
傘
下
の
政
党
で
あ
る
新
社
会
運
動
(
回
-

z
gロ
m
回
晶
g
m
E宮
S
F
同
国
一
巴
だ
け
で
あ
っ
た
。
独
立
以
後
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
二
大
政
党
と
し
て
そ
の
伝
統
的
な
地
位
を
維
持
し
て
き

た
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス
タ
党
帝
時
広
島
。

zmaoロ
mrg)
と
リ
ベ
ラ
ル
党

は
、
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

K
B
L
が
第
一
党
と

-nv 

な
っ
た
。
立
法
権
の
独
占
、
議
会
機
能
の
停
止
、
そ
し
て

K
B
L
の一

党
支
配
体
制
を
築
き
上
げ
た
マ
ル
コ
ス
は
、
独
裁
政
治
へ
の
道
を
渉
み

始
め
た
の
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
経
済
発
展
(
渡
辺
)

会
己
輸
出
志
向
工
業
化
の
試
み

マ
ル
コ
ス
が
政
権
の
座
に
就
い
た
一
九
六

0
年
代
中
葉
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
経
済
は
、

G
D
P
の
総
額
で
台
湾
や
韓
関
を
上
闘
っ
て
い
た
も
の
の
、

輸
入
代
替
工
業
化
に
よ
る
成
長
が
す
で
に
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
っ
た
o

G
D
P
に
占
め
る
製
造
業
の
比
率
は
一
九
%
で
、
横
ば
い
傾
向
に
あ
っ

た
。
し
か
し
、
独
裁
体
制
の
正
統
性
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
経
済
成

長
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
マ
ル
コ
ス
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
を

軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
「
五
ヵ
年
開
発
計
画
|
一
九
七
八
年
l
八
二
年
」

を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
開
発
計
画
の
目
的
は
、
(
一
)
中
小
規

模
、
家
内
工
業
を
中
心
と
し
た
労
働
集
約
的
な
製
造
品
輸
出
、
(
一
一
)

輸
出
加
工
区
裂
の
製
造
品
輸
出
、
(
三
)
一
次
産
口
聞
の
加
工
品
の
輸
出

促
進
、
(
四
)
過
剰
生
産
能
力
を
も
っ
て
い
る
輸
入
代
替
工
業
部
門
の

合
理
化
と
効
率
性
の
上
昇
に
よ
る
従
来
の
輸
入
代
替
部
門
か
ら
の
輸
出

で
あ
っ
た
。

合
一
)
お
よ
び
(
一
二
)
に
つ
い
て
は
、
五
ヵ
年
計
画
が
発
表
さ
れ
る

以
前
に
計
画
が
着
手
さ
れ
て
い
た
。
マ
ル
コ
ス
は
、
一
九
六
七
年
に
「
投

資
奨
励
法
」
、
六
八
年
に
「
外
閑
人
事
業
活
動
規
制
法
」
、
七

O
年
に
「
輸

出
奨
励
法
」
と
次
々
に
新
し
い
法
律
を
成
立
さ
せ
た
。
そ
し
て
戒
厳
令

の
布
告
か
ら
二
ヵ
月
後
の
七
二
年
一
一
月
に
は
、
大
統
領
令
市
富
田
ナ

色
白

E
E
M
U
o
n
-
2・
句
匂
)
六
六
号
に
よ
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
初
の
輸
出
加

工
区
が
マ
ニ
ラ
近
郊
の
パ
タ
ン
州
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
七

0
年
代
後
半
ま
で
に
は
、
さ
ら
に
セ
ブ
島
の
東
に
位
置
す
る
マ
ク
タ
ン

七



筑
波
法
政
第
一
一
一
十
一
一
一
号
(
ニ

O
O
ニ
)

島
と
ル
ソ
ン
中
部
の
パ
ギ
オ
に
も
輸
出
加
工
区
が
増
設
さ
れ
た
。
大
統

領
令
六
六
号
で
は
、
外
関
か
ら
の
投
資
に
関
し
て
様
々
な
特
典
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
た
た
め
、
外
国
資
本
の
企
業
が
続
々
と
輸
出
加
工
区
に
進

{おい

出
し
た
。

台
湾
、
韓
国
と
同
様
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
も
輸
入
代
替
工
業

化
か
ら
輸
出
志
向
工
業
化
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
、
輸
出
を
増
大
さ
せ
る

た
め
に
輸
出
加
工
区
が
建
設
さ
れ
た
。
マ
ル
コ
ス
政
権
は
、
輸
出
加
工

区
の
増
設
に
よ
り
再
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
を
勢
い
づ
か
せ
よ
う
と
し
た

が
、
輸
出
志
向
工
業
化
へ
の
政
策
転
換
は
期
待
通
り
の
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
輸
出
製
造
口
聞

の
た
め
の
原
材
料
お
よ
び
中
間
財
が
不
足
し
て
い
た
た
め
に
、
こ
れ
ら

を
輪
入
に
綴
ら
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
七

O
年

に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
輸
入
額
は
一
二
億
一
千
万
ド
ル
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
八
二
年
ま
で
に
こ
の
輸
入
額
は
、
そ
の
七
倍
近
い
八
二
億
二
五
百

《
拙
h

万
ド
ル
に
達
し
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
輸
入
に
対
す
る
輸
出
額

が
小
さ
い
の
で
、
外
貨
の
獲
得
は
低
く
抑
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
例
え
ば
衣
料
品
の
場
合
、
一
ド
ル
ご
と
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
外
貨

純
獲
得
額
は
、
わ
ず
か
四
四
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
産
業
の
場
合
、
一
ド
ル
の
翰
出
品
を
製
造
し
た
と
し
て
も
、
純

九
晶
一

獲
得
額
は
、
わ
ず
か
一
一
一
一
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

輸
出
加
工
区
か
ら
の
輸
出
が
期
待
通
り
の
成
果
を
発
揮
し
な
い
中
、

期
待
を
か
け
ら
れ
た
の
が
開
発
計
画
の
(
四
)
に
あ
た
る
の
輸
入
代
替

七

工
業
部
門
か
ら
の
輪
出
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
部
門
か
ら
の
輸
出

を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
っ
た
。
一
番
大
き
な

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
関
税
率
の
引
き
下
げ
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
は
、
園
内
の
産
業
を
守
る
た
め
に
輸
入
口
聞
に
は
、
輸
入
代
替
工
業
化

時
代
か
ら
世
間
い
関
税
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
輸
入
代
替
部
門
か

ら
の
翰
出
を
促
進
さ
せ
る
と
な
る
と
、
関
税
を
引
き
下
げ
、
原
材
料
お

よ
び
中
関
財
の
コ
ス
ト
を
低
く
抑
え
な
い
限
り
、
国
際
市
場
で
勝
ち
抜

く
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
関
税
率
を
下
げ
れ
ば
、
海
外
か
ら
輸
入

さ
れ
る
安
価
で
質
の
い
い
製
品
が
閣
内
に
出
関
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

よ
う
な
事
態
が
生
ず
れ
ば
、
輸
入
代
替
部
門
は
関
内
市
場
を
失
い
か
ね

な
い
。
つ
ま
り
、
関
税
率
の
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
企
業
は

図
際
的
に
も
、
国
内
的
に
も
競
争
に
さ
ら
さ
れ
、
従
来
ま
で
の
地
位
を

脅
か
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
輸
入
代
替
工
業

化
で
保
護
さ
れ
続
け
て
き
た
企
業
に
と
っ
て
輸
出
志
向
型
へ
の
転
換
は
、

歓
迎
す
べ
き
政
策
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

マ
ル
コ
ス
自
身
も
輸
入
代
替
工
業
部
門
に
参
入
し
た
土
着
エ
リ
ー
ト

の
滋
向
を
理
解
し
て
い
た
。
マ
ル
コ
ス
の
政
治
基
盤
で
も
あ
る
こ
れ
ら

の
エ
リ
ー
ト
層
の
支
持
を
失
え
ば
、
マ
ル
コ
ス
の
政
治
生
命
が
危
う
く

な
る
こ
と
は
、
マ
ル
コ
ス
自
身
が
一
番
よ
く
わ
か
っ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
、
マ
ル
コ
ス
に
と
っ
て
独
立
以
後
も
土
地
を
碁
擦
と
し
て

政
界
・
経
済
界
に
影
響
を
与
え
続
け
て
い
た
土
着
エ
リ
ー
ト
は
、
厄
介

な
存
在
で
も
あ
っ
た
。



(
三
)
縁
者
び
い
き
の
経
済
構
造

マ
ル
コ
ス
は
、
経
済
的
な
パ
ワ
ー
も
マ
ル
コ
ス
自
身
に
集
め
る
た
め

に
、
戒
厳
令
の
布
告
を
契
機
に
土
着
エ
リ
ー
ト
層
の
経
済
界
か
ら
の
一

掃
に
乗
り
出
し
た
。
マ
ル
コ
ス
は
、
産
業
合
理
化
と
い
う
名
に
お
い
て

マ
ル
コ
ス
の
取
り
巻
き
で
あ
る
ク
ロ

i
ニ
l
の
企
業
を
中
心
に
資
金
援

助
を
行
な
っ
た
。
ク
ロ

l
ニ
ー
が
手
が
け
た
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ

の
資
金
援
助
で
急
激
に
成
長
し
た
。
一
方
、
戒
厳
令
布
告
以
降
、
土
着

エ
リ
ー
ト
が
所
有
し
て
い
た
土
地
・
企
業
は
、
不
当
に
没
収
さ
れ
て

い
っ
た
。
土
着
エ
リ
ー
ト
層
に
代
わ
っ
て
経
済
界
に
登
場
し
て
き
た
ク

ロ
l
ニ
l
は
、
製
造
業
、
金
融
業
、
不
動
産
業
な
ど
の
分
野
に
参
入
し

て
き
た
。
ま
た
援
助
資
金
も
こ
れ
ら
の
分
野
に
集
中
し
て
行
な
わ
れ
て

い
た
。し
か
し
ク
ロ

l
ニ
1
が
参
入
し
た
分
野
は
、
す
で
に
国
際
競
争
力
が

著
し
く
低
下
し
て
い
た
従
来
の
輸
入
代
替
工
業
部
門
に
属
し
て
い
た
。

マ
ル
コ
ス
が
国
立
銀
行
を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
企
業
に
さ
ら
な
る
保
護
を

与
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
発
計
画
の
目
的
は
来
た
さ
れ
ず
、
マ
ル
コ

ス
自
身
が
ク
ロ

l
ニ
1
企
業
の
輸
入
代
替
工
業
化
を
さ
ら
に
進
め
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
マ
ル
コ
ス
政
権
に
お
け
る

輸
出
志
向
工
業
化
は
、
国
内
製
造
業
の
主
要
部
分
を
占
め
る
大
企
業
中

心
の
輸
入
代
替
工
業
部
門
に
は
手
を
つ
け
な
い
ま
ま
、
遂
行
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

多
額
の
融
資
を
受
け
て
い
た
企
業
の
例
と
し
て
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
建

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
経
済
発
展
(
渡
辺
)

設
開
発
会
社
(
の

s
a
g
a
g
s
&
U
2
$
8
5
8け
の
。
『
唱
。

E位。ロ

。
市
仔
由
市
阿
岡
山
ぽ
匂
一
宮
市
少
の
り
の
HM)
、
ヘ
ル
デ
ィ
ス
グ
ル
ー
プ
(
回
申
『
島
仲
間
)
、

フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ホ

l
ル
デ
イ
ン
グ
ズ
グ
ル
ー
プ
(
国
『
忠

担
比
民
喝
な
ロ
申
図
。
広
広
間
国
)
、
シ
ル
ベ
リ
オ
グ
ル
ー
プ
(
虫

τ申民
O
)

な

ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
企
業
の
戦
略
は
、
大
体
に
お

い
て
共
通
性
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
企
業
の
大
切
な
一
歩
は
、
マ

ル
コ
ス
と
傭
人
的
な
関
係
を
義
実
に
築
き
あ
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ク
ロ

l
ニ
l
は
、
ど
の
よ
う
に
事
業
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
以
下
で
は
、
代
表
的
な
ク
ロ

1
ニ
l
の
事
業
を
紹
介
し
た
い
と

思
う
。
ク
エ
ン
カ
(
の
ロ
O
p
s
-
H
H
・
)
は
、
マ
ル
コ
ス
政
権
以
前
は
、

中
規
模
な
建
設
業
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ク
エ
ン
カ
は
、
マ
ル
コ
ス
が

大
統
領
に
な
る
以
前
か
ら
選
挙
資
金
調
達
者
と
し
て
マ
ル
コ
ス
を
支
持

し
、
個
人
的
な
関
係
を
築
き
上
げ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
マ
ル
コ
ス
が

大
統
領
に
就
任
し
て
以
降
、
ク
エ
ン
カ
の
事
業
は
急
激
に
拡
大
し
て

い
っ
た
。
ク
エ
ン
カ
の
経
営
す
る

C
D
C
P
は
、
政
府
発
注
の
多
く
の

土
木
建
設
事
業
を
競
り
落
と
し
、
急
速
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
第
一
の
土
木
建

設
会
社
に
の
し
上
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ク
エ
ン
カ
は
、
一
二
五
の

子
会
社
を
傘
下
に
収
め
る
こ
と
に
成
功
し
、
土
木
建
設
会
社
と
し
て
一

躍
ト
ッ
プ
の
座
に
躍
り
出
た
。

デ
ィ
シ
ニ

(
U
S
E
E
-
同・

4
・
)
は
、
会
計
士
と
し
て
マ
ル
コ
ス
の

資
産
を
管
理
し
て
い
た
。
デ
イ
シ
ニ
は
、
マ
ル
コ
ス
か
ら
最
も
信
頼
さ

れ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
大
統
領
夫
人
で
あ
る
イ
メ
ル
ダ

一
七
三



筑
波
法
政
第
一
二
十
三
日
す
(
二

O
O
二
)

(
V
F
2
0田
LHH55mw)
の
い
と
こ
と
の
結
婚
を
契
機
に
マ
ル
コ
ス
一
一
族

と
の
関
係
を
さ
ら
に
深
め
て
い
っ
た
じ
一
九
七

O
年
に
小
さ
な
タ
バ
コ
・

フ
ィ
ル
タ
ー
会
社
を
設
立
し
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の
特
許
権
を
取
得
し
て
か

ら
、
デ
イ
ジ
ニ
の
事
業
は
軌
道
に
乗
っ
た
。
デ
ィ
ジ
ニ
は
、
製
法
業
を

山
中
心
に
急
速
に
事
業
を
多
角
化
し
、
ヘ
ル
デ
ィ
ス
グ
ル
ー
プ
の
中
心
人

物
と
な
り
、
五

O
社
以
上
の
会
社
を
所
有
す
る
に
奈
っ
た
。

シ
ル
ベ
リ
オ

(gH4由民
O

唱
附
円
。
・
)
は
、
デ
ル
タ
・
モ
ー
タ
ー
材
(
匂
冊
目
S

V
向。
8
1
を
中
核
企
業
と
し
た
ク
ロ

1
ニ
l
の
一
人
で
あ
る
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
自
動
車
業
界
は
、
従
来
米
国
に
制
覇
さ
れ
て
い
た
。
デ
ル
タ
・

モ
ー
タ
ー
社
は
、
日
本
の
ト
ヨ
タ
と
総
み
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
方
式
で
事
を

九
百

生
産
し
、
閣
内
で
第
一
の
販
売
量
を
誇
る
ま
で
に
成
長
し
た
c

こ
の
グ

ル
ー
プ
も
自
動
車
関
連
事
業
だ
け
で
な
く
、
金
融
投
資
会
社
な
ど
百
社

以
上
の
子
会
社
を
設
立
し
た
。

デ
ィ

l
(
ロ
2
・

U
2可
申
可
)
は
、
繊
維
会
社
を
中
心
と
し
て
事
業
を

展
開
し
て
い
っ
た
人
物
で
あ
る
。
デ
ィ

i
は
、
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
マ

ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ユ
ア
リ
ン
グ
社

5
0
E
g
g
s
H
ほ
ωロ
民
間
2
5
S恨

の
O
B岡
高
ロ
ー
を
設
立
し
た
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
同
社
の
設

立
資
金
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
銀
行
か
ら
の
借
金
で
あ
り
、
負
僚
を
抱

え
な
が
ら
の
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

ロ
ム
ア
ル
デ
ス
家
言
。
窓
口
弘
島
町
N
)

は
、
イ
メ
ル
ダ
夫
人
の
実
家

で
あ
る
。
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ホ
l
ル
デ
イ
ン
グ
ズ
(
宮
司
忠

司
何
回
忌
若
宮
抽
出
0
5ぽ
向
田
)
と
深
い
関
係
に
あ
り
、
伝
統
的
な
土
着
エ

七
匹!

リ
i
ト
で
あ
る
ロ
ペ
ス
財
団
が
所
有
し
て
い
た
メ
ラ
ル
コ
(
冨
田
E
E

目
2
z
n
の
c
g明記ロリア一富市
E
H
S
)
を
買
収
後
、
こ
の
メ
ラ
ル
コ
を
足

掛
一

が
か
り
に
し
て
急
速
に
事
業
を
多
角
化
し
た
。

タ
ン
(
斗

SILkgao)
は
、
タ
バ
コ
産
業
を
は
じ
め
数
多
く
の
事
業

を
展
開
し
た
。
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

asa尽
き
w
M
H
o
-
ぴ
申
込
)
は
砂
糖
産

業
、
フ
ロ
イ
レ
ン
ド

(
E
a窓
口
号
唱
〉
己
。
20)
は
バ
ナ
ナ
産
業
で
数

十
年
の
間
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
事
業
家
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
人
物
で
あ

る。
ク
ロ

i
ニ
!
の
中
で
も
と
く
に
そ
の
実
力
を
発
揮
し
た
の
が
コ
フ
ア

ン
コ
百

&
5口
町
内
タ
関
門
吉
田
昆
。
』
主
で
あ
っ
た
G

コ
フ
ア
ン
コ
は
、

マ
ル
コ
ス
が
経
済
へ
の
介
入
を
深
め
て
い
く
中
で
、
巧
み
に
機
会
を
つ

か
み
、
実
業
家
と
し
て
の
地
佼
を
高
め
て
い
っ
た
人
物
で
あ
る
。
コ
フ
ア

ン
コ
に
関
す
る
説
明
は
、
外
貨
獲
得
の
た
め
に
開
始
さ
れ
た
砂
糖
と
コ

コ
ナ
ツ
の
悶
家
独
占
過
程
で
述
べ
る
方
が
わ
か
り
や
す
い
で
あ
ろ
う
。

悶
友
銀
行
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
た
ク
ロ

l
ニ
ー
へ
の
融
資
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
対
外
債
務
で
妨
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
フ
ィ
リ
ピ
ン
対

外
債
務
は
、
一
九
七

O
中
葉
か
ら
八

0
年
代
に
か
け
て
急
速
に
増
加
し

た
。
一
九
七

O
年
に
お
い
て
コ
週
一
億
六
八
百
万
ド
ル
で
あ
っ
た
対
外
債

円
拍
↑

務
は
、
八
五
年
に
二
五
五
億
五
六
百
万
ド
ル
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
マ
ル

コ
ス
政
権
は
債
務
の
弁
済
の
た
め
に
、
外
資
を
必
要
と
し
た
。
マ
ル
コ

ス
政
権
は
、
輸
出
加
工
阪
の
成
功
に
よ
り
外
貨
を
獲
得
し
よ
う
と
考
え

て
い
た
が
、
こ
れ
は
期
待
は
ず
れ
の
結
果
に
終
わ
っ
た
ο



そ
こ
で
マ
ル
コ
ス
政
権
は
、
外
貨
の
獲
得
手
段
と
し
て
「
十
一
大
工

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
着
手
し
た
。
こ
れ
は
、
総
額
六

O
億
ド
ル
を
か

け
て
重
化
学
工
業
を
中
心
と
し
た
十
一
の
ビ
ッ
グ
・
プ
ラ
ン
ト
を
建
設

し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
重
化
学
工
業
化
を
促
進
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

戸
甜
}

る
。
十
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
本
来
外
資
を
獲
得
す
る
た
め
に
開
始
さ

れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
た
企
業
は
、
国
内
向
け
の
製
品
を
多
く
生
産
し
て
い
た
輸
入
代
替
部

円
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
十
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
も
外
資
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
資
金
不
足
か
ら

八
三
年
に
約
半
数
の
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
が
中
止
さ
れ
た
。

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
外
貨
の
獲
得
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
は
い
え
、

債
務
返
済
の
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
外
貨
の
獲
得
が
必
要
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
マ
ル
コ
ス
は
、
砂
糖
と
コ
コ
ナ
ツ
雨
産
業
を
独
占
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
外
貨
を
着
実
に
獲
得
し
よ
う
と
考
え
た
。
と
く
に
コ
コ
ナ
ツ
オ

イ
ル
は
、
一
九
七
三
年
に
始
ま
る
コ
コ
ナ
ツ
オ
イ
ル
の
国
際
市
場
価
格

の
急
騰
に
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
た
産
業
で
あ
っ
た
。
コ
コ
ナ
ツ
オ
イ
ル

の
急
騰
に
よ
り
日
本
資
本
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
資
本
が
コ
コ
ナ
ツ
オ

イ
ル
工
業
部
門
へ
進
出
し
て
き
た
。
七
四
年
に
は
、
三
菱
商
事
が
ア
ヤ

ラ
財
閥
と
提
携
し
て
レ
ガ
ス
ピ
・
オ
イ
ル
社

(Zmgな
O
出
。
。
B-

宮
口
u
コ

Fn)
を
一
一
一
一
二

O
万
ペ
ソ
で
買
い
取
っ
た
。
続
い
て
藤
忠
商

事
と
不
二
製
油
が
ア
ボ
イ
テ
ィ
ス
社

(
h
r
v
o
E
N
h
F
の
0
4
岡田
P
)
と
サ

ン
ミ
ゲ
ル
社
と
提
携
し
て
総
資
産
本
金
一
二
五

O
万
ペ
ソ
で
サ
ザ
ン
ア

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
経
済
発
展
(
渡
辺
)

イ
ラ
ン
ド
・
オ
イ
ル
ミ
ル
社
(
∞
。

E
V叩
S
F
F
P島
。
出
冨
自
の
。
弓
・
)

を
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
設
立
し
た
。
ま
た
日
綿
実
業
が
ル
ド
ゥ
ア
ン
ド
ル
イ

ム
社

(
F
ロ
u
o
h
v
F
C
吋
留
の
。
召
・
)
と
ジ
ャ

l
デ
ン
・
デ
イ
ピ
ス
社

(
匂
向
島
ぽ
o
u
m
4
Z
P
F
P
)
と
提
携
し
て
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
イ
リ
ガ
ン
・

コ
コ
ナ
ツ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

l
社

(
H
E
m
E
n
o
s口
三
宮
内
同

E
豆
2
・

F
P
)
を
設
立
し
た
。

し
か
し
コ
コ
ナ
ツ
オ
イ
ル
産
業
に
進
出
し
て
い
た
日
本
資
本
は
、
国

家
統
制
が
進
む
に
つ
れ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
一
九
七
五
年
に
、
コ
コ
ナ
ツ
農
民
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

銀
行
と
企
業
が
設
立
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
ユ
ナ
イ
テ
イ
ツ
ド
・
コ
コ
ナ

ツ
・
プ
ラ
ン
タ

1
ズ
銀
行
芭
巳
窓
内
問
。
。

n
S
E
E
g
g
g
∞gww
以

下
U
C
P
Bと
省
略
)
と
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
コ
コ
ナ
ツ
・
オ
イ
ル
ミ
ル

ズ

(
d
a
g
品。
o
g
g件
。
山
富
-FEn--
以
下

U
N
I
C
O
Mと
省

略
)
で
あ
る
。
一
九
七
九
年
に

U
C
P
B
が
レ
ガ
ス
ピ
・
オ
イ
ル
社
を

一
億
五
八
百
万
ペ
ソ
で
貿
い
取
り
に
成
功
す
る
。
ま
た
藤
忠
商
事
と
不

二
製
油
が
資
本
参
加
し
て
い
た
サ
ザ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
・
オ
イ
ル
ミ
ル
社

と
日
綿
実
業
が
資
本
参
加
し
て
い
た
イ
リ
ガ
ン
・
コ
コ
ナ
ツ
・
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
1
社
は
、

U
N
I
C
O
M
に
よ
っ
て
買
い
取
ら
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
日
本
資
本
は
、
八
二
年
ま
で
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
完
全
撤
退
し
た

の
で
あ
る
。

で
は

U
C
P
B
と
U
N
I
C
O
M
は
、
ど
の
よ
う
に
独
占
体
制
を
築

き
上
げ
た
の
だ
ろ
う
か
G
U
N
-
c
o
M
の
罰
的
は
、
コ
コ
ナ
ツ
オ
イ

一
七
五



筑
波
法
政
第
三
十
一
二
分
(
ニ

0
0
命一)

ル
の
輸
出
価
格
を
高
値
で
安
定
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
手
法
は
、

農
民
か
ら
コ
プ
ラ
を
買
い
上
げ
、
生
産
調
整
と
輸
出
統
制
を
行
な
う
こ

と
に
よ
り
国
際
市
場
に
お
け
る
コ
コ
ナ
ツ
の
高
値
を
安
定
さ
せ
る
も
の

で
あ
る

o
U
N
I
C
O
M
は
、
一
九
八
二
年
時
点
ま
で
に
五
間
工
場
中

二
一
工
場
の
買
収
に
成
功
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
搾
油
能
力
の
六

O
%を
独
市
す
る
に
至
っ
た
。

U
N
I
C
O
M
は
、
七
九
年
に

U
C
P

B
の
子
会
社
に
な
っ
た
の
で
、

U
C
P
B
と

U
N
I
C
O
M
の
独
占
体

制
は
、
さ
ら
に
安
定
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

じ
C
P
B
と

U
N
I
C
O
M
は
、
表
面
上
は
コ
コ
ナ
ツ
醐
庶
民
の
た
め

に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
態
は
こ
の
目
的
か
ら
か
け
離
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
な
、
せ
な
ら
そ
の
経
営
手
法
は
、
マ
ル
コ
ス
と
ク
ロ

i

一
一
ー
に
よ
る
閑
家
経
済
独
占
体
制
の
構
図
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

U
C
P
Bと
U
N
I
C
O
M
の
頭
取
か
つ
個
人
最
大
株
主

は
、
マ
ル
コ
ス
と
個
人
的
な
関
係
を
築
き
、
か
つ
ク
ロ

l
ニ
i
の
中
で

最
も
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
コ
フ
ア
ン
コ
で
あ
っ
た
。
ま
た

コ
フ
ア
ン
コ
は
、
同
銀
行
と
閥
会
社
の
経
営
も
一
気
に
引
き
受
け
て
い

た
人
物
で
も
あ
っ
た
。

U
C
P
B
と

U
N
I
C
O
M
の
独
占
体
制
は
、

附
庶
民
の
生
活
向
上
に
で
は
な
く
、
コ
フ
ア
ン
コ
の
利
権
に
寄
与
し
た
と

い
え
る
の
で
あ
る
。

マ
ル
コ
ス
政
権
期
に
台
頭
し
て
き
た
ク
ロ
!
ニ

i
の
共
通
性
は
、
以

下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
ク
ロ

1
一一

i
の
事
業

に
は
独
占
撲
が
付
与
さ
れ
、
ま
た
税
制
面
の
優
遇
も
あ
っ
た
た
め
、
短

一
七
六

期
間
に
事
業
家
と
し
て
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
に
、
ク
ロ
!

ニ
ー
が
営
む
砂
糠
・
コ
コ
ナ
ツ
な
ど
の
農
業
関
連
産
業
は
公
的
事
業
と

し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
の
で
、
公
的
な
資
金
に
支
え
ら
れ
た
。
最
後

に
、
ク
ロ

i
ニ
!
の
多
く
は
伝
統
的
な
財
閥
出
身
で
は
な
く
、
マ
ル
コ

ス
と
倒
人
的
な
関
係
を
保
つ
こ
と
で
経
済
界
に
進
出
し
た
者
で
あ
っ
た
。

(
四
)
一
九
八

0
年
代
の
経
済
危
機

し
か
し
一
九
八

0
年
代
に
入
る
と
隙
際
金
融
市
場
の
流
れ
が
大
き
く

変
化
し
た
。
米
国
の
レ
ー
ガ
ン

agm窓
口

em・4
司
)
政
権
は
高
金
利

政
策
を
採
り
、
こ
れ
に
よ
り
先
進
資
本
主
義
諸
国
の
金
利
が
引
き
上
げ

ら
れ
、
後
進
国
を
取
り
巻
く
同
際
金
融
環
境
が
急
速
に
悪
化
し
た
。
ま

た
レ
ー
ガ
ン
の
対
後
進
国
援
助
方
針
の
変
更
に
と
も
な
い
、

I
M
F
-

世
銀
の
対
後
進
国
一
融
資
の
姿
勢
は
、
厳
し
さ
を
増
し
て
い
た
。
レ
ー
ガ

ン
政
権
の
対
後
進
国
援
助
の
特
色
は
、
民
街
ベ

i
ス
に
よ
る
貿
易
と
投

資
拡
大
に
よ
る
経
済
協
力
を
重
視
し
て
い
た
点
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
対
し
て
も
従
来
の
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
夜
し
が
進
め
ら
れ
、
自

由
化
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
勧
告
さ
れ
た
っ
こ
の
よ
う
な
援
助
政
策
の
方

針
の
変
更
は
、
外
国
か
ら
の
借
り
入
れ
に
よ
っ
て
ク
ロ
!
ニ
ー
が
所
有

す
る
企
業
に
融
資
を
行
な
っ
て
い
た
マ
ル
コ
ス
政
権
に
と
っ
て
、
痛
手

と
な
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
多
く
の
企
業
は
経
営
難
に
陥
っ
た
。
そ
の
ほ
液
中
の
一

九
八
一
年
一
月
、
繊
維
会
社
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
マ
ニ
ユ
ブ
ア
ク
チ
ユ



ア
リ
ン
グ
社
の
社
長
で
あ
り
、
ま
た
マ
ル
コ
ス
・
ク
ロ

l
ニ
l
の
一
員

で
も
あ
っ
た
デ
ユ

1
イ
・
デ
ィ
!
が
六
億
三
五
百
万
ペ
ソ
の
負
債
を
残

し
た
ま
ま
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
逃
亡
し
て
し
ま
っ
た
。
デ
ュ

l
イ
・

デ
ィ

l
事
件
と
呼
ば
れ
る
こ
の
事
件
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
商
業
市
場
を
パ

ニ
ッ
ク
に
陥
れ
、
一
群
の
企
業
グ
ル
ー
プ
の
経
営
を
一
挙
に
感
化
さ
せ

た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
最
大
手
の
金
融
機
関
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
ア
ト
リ
ア

ム
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
社
(
〉
宵
宮
慢
の
印
刷
】
体
色
。
。
品
。

E
a
oロ
)
は
、
こ
の

事
件
の
影
響
を
受
け
営
業
停
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
同
社
の
営
業
停
止

は
、
ヘ
ル
デ
ィ
ス
グ
ル
ー
プ
の
崩
壊
を
も
引
き
起
こ
し
た
。
大
手
金
融

機
関
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
タ
ー
ズ

(
d
E
0
2号
。
富
田
ロ

8
8
。
。
召

0
3・

EP)
も
こ
の
事
件
の
影
響
を
受
け
て
取
り
付
け
騒
ぎ
に
あ
い
、
同
金

融
機
関
と
取
引
を
し
て
い
た
シ
ル
ベ
リ
オ
グ
ル
ー
プ
も
そ
の
経
営
に
行

き
詰
ま
っ
た
。
こ
の
八
一
年
の
金
融
危
機
に
よ
り
、
マ
ル
コ
ス
と
深
い

関
わ
り
を
も
っ
資
本
家
の
多
く
が
倒
産
の
危
機
に
直
面
し
、
マ
ル
コ
ス

政
権
期
に
お
け
る
縁
者
び
い
き
の
経
済
構
造
は
、
一
九
八

0
年
代
に
入

り
危
機
的
な
状
況
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

経
済
危
機
に
直
面
し
た
マ
ル
コ
ス
政
権
に
対
し
、

I
M
F
-
世
銀
は
、

自
由
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
促
進
を
勧
告
し
た
。
し
か
し
マ
ル
コ
ス
は
、

I

M
F
-
世
銀
の
勧
告
と
は
正
反
対
の
政
策
を
実
行
し
た
の
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
経
済
政
策
の
転
換
は
、
マ
ル
コ
ス
政
権
に
と
っ
て
単
な
る
政
策

転
換
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
築
き
あ
げ
て
き
た
自
ら

の
権
益
を
大
き
く
揺
る
が
す
こ
と
を
意
味
し
、
ま
た
政
治
的
な
支
持
を

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
経
済
発
展
(
渡
辺
)

失
う
危
険
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
マ
ル
コ
ス
政
権
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
中
央
銀
行

5
8可
包

w
g
j
W
0
2
Z
E丘
町
若
宮
P
の
毘
M
)

、
フ
ィ

リ
ピ
ン
開
発
銀
行
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
閏
立
銀
行
を
通
じ
て
、
経
営
難
に
陥
っ

た
こ
れ
ら
の
企
業
に
対
し
、
多
額
の
救
済
融
資
を
行
な
う
こ
と
で
こ
の

状
況
を
打
破
し
よ
う
と
考
え
た
。
政
府
は
、
ヘ
ル
デ
ィ
ス
グ
ル
ー
プ
に

対
し
救
済
融
資
と
し
て
総
額
五
一
億
ベ
ソ
の
融
資
を
行
な
っ
た
。
ま
た

ヘ
ル
デ
ィ
ス
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
多
く
の
企
業
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
開
発
銀

行
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
立
銀
行
に
買
収
さ
せ
た
。
ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
関
立

銀
行
は
、
シ
ル
ベ
リ
オ
グ
ル
ー
プ
の
中
核
企
業
で
あ
る
デ
ル
タ
・
モ
ー

タ
ー
社
の
株
式
の
七

O
%を
取
得
し
た
。

C
D
C
P
の
株
式
も
フ
ィ
リ

ピ
ン
国
立
銀
行
、
国
営
開
発
会
社

(
Z注
目
。
ロ
包

U
2曲目。司自由
E
C
o
g
-

喝

S
F
Z
u
g
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
開
発
誠
一
行
、

G
S
I
S
(
C
o
s
s
g
E

P
E
g
s
2
5
5
8
8明
日

出

冒

g
g
)
に
よ
っ
て
買
収
さ
れ
、
そ
の

総
額
は
三
九
億
ペ
ソ
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
結
果
八
二
年
時
点
で
、
国
有

企
業
数
は
お
よ
そ
二
百
社
に
お
よ
び
、
ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ト
ッ
プ
十

A

耳
v

社
の
う
ち
の
半
分
を
国
有
企
業
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し

I
M
F
-
世
銀
の
勧
告
と
は
正
反
対
の
政
策
を
実
行
し
た
結

果
、
マ
ル
コ
ス
は
一
九
八
一
年
か
ら
八
一
二
年
に
か
け
て
融
資
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
外
資
の
導
入
を
経
済
運
営
の
柱

と
し
て
い
た
マ
ル
コ
ス
政
権
に
と
っ
て
、

I
M
Fと
の
対
立
は
大
き
な

痛
手
と
な
っ
た
。
ま
た
、
国
際
金
融
界
の
変
化
に
よ
り
民
聞
か
ら
も
低

利
で
中
長
期
の
融
資
を
と
り
つ
け
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
た
の
で
、

七
七



筑
波
法
政
第
三
十
三
号
(
二

O
O
二
)

マ
ル
コ
ス
政
権
は
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
。

そ
の
後
の
一
九
八
閥
年
一
一
月
、
マ
ル
コ
ス
政
権
は
第
一
八
次
ス
タ

ン
ド
パ
イ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
取
り
決
め
た
。
こ
の
ス
タ
ン
ド
バ
イ
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
で

I
M
F
は
、
国
有
企
業
の
投
資
政
策
や
民
間
部
門
の
資
本

集
約
的
な
ピ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
見
直
し
、
農
業
部
門
に
お
け
る
関

山
系
統
制
の
廃
止
、
農
業
に
対
す
る
優
遇
措
置
の
改
革
を
マ
ル
コ
ス
政
権

に
迫
っ
た
。

I
M
F
の
要
求
は
、
マ
ク
ロ
約
な
政
策
転
換
だ
け
で
な
く
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
の
内
部
構
造
の
改
革
を
姿
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
c

(
泊

具
体
的
な
要
求
と
し
て

I
M
F
は
、
非
金
融
系
国
有
企
業
二
一
一
社
と
一
一
一

つ
の
鼠
立
金
融
機
関
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
立
銀
行
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
開

発
銀
行
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
輸
出
外
債
保
証
公
社
省

Z
E
3
5
m
回一召
C
2
8弘

司

2
2官
。

S
E
E
S
。
。
弓

0
3罫
F
M
M
C
C
)
の
梼
造
改
革
を
マ
ル

コ
ス
政
権
に
約
束
さ
せ
た
。
ま
た
農
業
部
門
に
関
す
る
構
造
改
革
と
し

て
I
M
F
は
、
砂
糖
と
コ
コ
ナ
ツ
の
独
占
体
で
あ
っ
た

N
A
S
U
T
R

A
(
Z由
民
。
ロ
色
∞
ロ
mm弓

4
3門
出
回
関
。
。
g
M
M
o
s
t
oロ
)
と

U
N
I
C
O

M
の
解
体
を
条
件
に
加
え
た
の
で
あ
る
c

し
か
し
経
済
危
機
の
発
生
に

よ
り
結
局
マ
ル
コ
ス
は
正
統
性
を
失
い
、
八
六
年
の
民
主
化
運
動
に
よ

り
国
外
に
追
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

結
び一

九
六

0
年
代
、
高
い
経
済
水
準
を
維
持
し
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
経

一
七
八

済
が
一
九
七

0
年
代
か
ら
八

0
年
代
に
か
け
て
低
迷
し
た
要
因
は
、
次

の
二
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
政
治
的
な
独
立
以
後
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
対
米
従
属
を
深
め
た

た
め
に
、
自
ム
ー
し
た
経
済
構
造
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
つ
確
か
に
、
輸
入
代
替
工
業
期
に
お
い
て
米
国
の
多
国
籍
企
業
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
工
業
化
の
一
役
を
担
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
が
か
え
っ
て

資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
の
中
に
お
い
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
従
属
的
な
地
位
に

止
ま
ら
せ
る
結
果
を
導
い
た
と
い
え
る
。

次
に
輸
出
志
向
工
業
化
時
代
に
、
輸
出
の
伸
び
が
台
湾
、
韓
国
と
比

較
す
る
と
低
か
っ
た
点
に
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
輸
入
代
替
工
業

化
を
担
っ
て
い
た
土
務
エ
リ
ー
ト
が
政
財
界
か
ら
も
締
め
出
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
新
た
に
政
財
界
に
な
場
し
て
き
た
ク
ロ

l
ニ
1
逮
は
、

従
来
の
手
法
を
踏
襲
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
政
府
と
ク
ロ

1
ニ
!
の

癒
着
構
造
が
あ
っ
た
た
め
に
、
保
護
主
義
的
な
経
済
構
造
が
改
義
き
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
台
湾
と
韓
関
に
お
い
て
も
政
府
と

経
済
界
の
癒
着
は
あ
っ
た
。
し
か
し
工
業
化
の
担
い
子
が
輸
出
志
向
工

業
化
へ
の
転
換
が
重
要
だ
と
考
え
、
両
者
が
協
力
し
て
経
済
成
長
を
達

成
さ
せ
た
の
に
対
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
方
向
転

換
が
起
こ
ら
ず
、
過
去
の
手
法
を
繰
り
返
し
た
と
こ
ろ
に
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
経
済
発
展
の
限
界
が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。



注(1
)

こ
こ
で
い
う
ア
ジ
ア
経
済
と
は
、
台
湾
、
韓
国
問
、
森
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

ア
ジ
ア

N
i
E
S絞
済
と
、
東
街
ア
ジ
ア
で
高
い
成
日
以
来
を
達
成
し
た
マ
レ
ー

シ
ア
、
h

ア
イ
経
済
を
指
し
て
い
る
。

(2)

従
山
崎
期
決
制
、
新
十
日
典
派
ア
プ
ロ
ー
チ
、
文
化
論
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
が
ア
ジ
ア

の
紙
済
成
長
の
安
川
内
を
分
析
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
平
川
均
「
N

I
R
S

祇
界
シ
ス
テ
ム
と
間
開
発
i
h
悶
門
文
館
、
一
九
九
二
年
、
九
か
ら
山
一
四

民
に
詳
し
い
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
間
三
闘
の
併
検
討
を
す
る
と
い
う
よ
り
は
、

主
力
向
の
絞
済
分
析
に
重
点
を
お
い
て
い
る
つ

(
3
)

ア
ジ
ア
の
経
済
低
迷
を
扱
っ
て
い
る
文
献
と
し
て
は
、
渡
辺
利
夫
「
成
長
の

ア
ジ
ア
停
滞
の
ア
ジ
ア
い
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
五
年
な
ど
が
あ
る
。

(
4
)
d
-
∞
ロ
吾
郎
吋

c
u
g件
。
向
。
。

g
g。『
n
p
g
a止めたの
Q

N

b

宮
守
号
町
。
刊

H
F
m

円
シ
芯
偽
札
め
定
な
h
w
M抽
出
hw
同

ν
∞
由
印
・

(
5
)
J
U
S
M
A
G
は
、
一
九
例
八
年
米
比
師
同
の
税
事
協
力
協
定
の
開
削
印
を
経

て
、
昨
問
・
小
隊
e

舟
仁
4

・
中
阜
の
長
ハ
れ
の
合
同
胞
知
情
押
干
に
つ
く
ら
れ
た
米
顧
問
問
で
あ

る
内
そ
の
目
的
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
問
問
中
単
を
近
代
的
軍
事
組
織
に
発
展
さ
せ
る
こ

と
、
ま
た
米
凶
の
術
協
・
援
助
が
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
監
回
向
す
る
こ

と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
倒
防
長
官
、
統
札
口
参
謀
本
部
議
長
、
さ
ら
に
場
合
に
よ
っ

て
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
に
援
助
の
使
途
の
あ
り
方
を
勧
お
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
藤
原
悌
一
「
郎
舎
の
冷
戦

l
統
合
米
軍
顧
問
問
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
問
策
詩
編

成

一

九

悶

八

l
一
九

h
O
」
「
法
学
論
集
一
第
六
巻
第
二
号
、
一
九
九
二
ヰ
、

七

O
か
ら
七
一
真

(
6
)

‘
九
六
五
年
時
点
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

G
D
Pを
台

湾
、
終
日
間
以
外
の
ア
ジ
ア
諸
問
問
と
比
較
し
て
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
経
済
水
準
は

高
か
っ
た
仁
谷
間
闘
の

G
D
P
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
九
億
七
千
万
ド
ル
、
香
港

が
二
a

億
五
千
万
ド
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
五
九
億
八
千
万
ド
ル
、
タ
イ
が
問

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
経
済
発
展
(
渡
辺

三
億
九
千
万
ド
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
二
…
二
億
r
一
千
万
ド
ル
で
あ
っ
た
。
叶
宮

巧
呈
仏
国
ωロ
F
ぎ
を
む
ぬ
宮
内
。
h
U
5
m
ミ
H
V
E
ミ
N
U
也
旬
、
署
a
M
M
M
N
凶
臼
な
お
、

台
湾
の
デ
ー
タ
は
、

G
N
Pを
用
い
て
い
る
c

台
湾
の
デ

i
タ
に
つ
い
て
は
、

綿
谷
-
ぷ
日
削
刀
・
刷
剖
進
慶
・
冷
問
問
…
彦
『
台
湾
の
経
済
|
典
明
一

N
I
h
H
U
S
の
光
と
彩

i
i
』
東
京
大
宇
出
版
会
、
一
九
九
二
年
、
資
料
A

「
台
湾
総
比
例
に
関
す
る
統
計
い

2
a
i
o
 

F
E
F
 

(
7
)

行
間
礼
的
「
台
湾
統
的
の
構
造
と
出
世
間

l
台
湾
は
「
開
発
独
裁
」
の
モ
デ
ル
か

i
i
』
大
月
番
席
、
一
九
九
九
年
、
一

O
七
百
ο

(02

ベ
ル
油
収
間
法
と

L
L協
定
に
つ
い
て
は
、
ハ
ル
、
ラ
ン
デ
ス
「
フ
ィ
リ
ピ
ン

と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
貿
易
・
通
疎
開
係
(
-
)
特
恵
関
統
制
皮
に
関
す
る

考
察
」
吋
青
山
経
済
論
集
』
第
二
巻
一
一
一
サ
、
一
九
六
九
年
、
他
に
の

aau

明
日
目

F
同1
F
俗
、
F
N
h
e
h
u
N
w
w
-
E
~
M
U
N
h
守
口
町
、
。
目
礼
ミ
号
制
札
句
。
H
5
3
。~同町内。ョ。
2

E

b
g
a。も
2

2

F

。
。
自
の
出
口
出
F
4
0
Z
M
件同
MV
吋m
m
m
w
H
U
∞
∞
を
参
照
。

(
9
)

フ
ィ
リ
ピ
ン
開
発
銀
行
は
、
一
九
間
六
年
に
設
立
さ
れ
た
復
興
金
融
公
社

(問。
E
V
M
E
m
t
o口
出
ロ
ωロ
の
め
の
。

G
O
E
R。
ロ
)
が
そ
の
前
身
で
あ
り
、
五
八
年

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
本
格
的
な
開
発
金
融
機
関
と
し
て
機
能
す
べ
く
改
組

さ
れ
、
名
称
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
開
発
銀
行
と
改
め
ら
れ
た
の
そ
し
て
七

0
年
代
以

降
の
マ
ル
コ
ス
政
権
下
で
関
弦
念
織
機
関
と
し
て
そ
の
議
要
性
を
街
め
た
。
そ

の
他
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
悶
立
金
融
機
関
は
、
発
出
都
銀
行
で
あ
る
フ
ィ
リ

ピ
ン
中
央
銀
行
、
悶
立
の
尚
業
銀
行
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
倒
立
銀
行
と
特
殊
開

立
銀
行
が
あ
る
。
特
殊
凶
な
銀
行
と
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
間
交
銀
行
、
フ
ィ
リ
ピ

シ
土
地
銀
行
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
ア
マ
ナ
銀
行
を
指
し
て
い
る
。
八
五
年
ま
で
フ

f

リ
ピ
ン
回
女
銀
行
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
開
発
銀
行
が
版
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
し
め
た
。

(
叩
)
島
問
克
炎
つ
泉
ア
ジ
ア
と
合
湾
の
経
済

l
政
府
、
市
場
、
組
織
・
ネ
ソ
ト
ワ
l

ク
の
役
割
i
い
学
主
村
、

J
九
九
問
年
、
七

O
一良。

J七
九



筑
波
法
政
第
一
一
一
十
三
号
(
二

0
0

(
れ
)
朴
ィ
「
韓
国

N
I
E
S化
の
お
悩

l
経
済
開
発
と
氏
、
1
化
の
ジ
レ
ン
マ

l
』

凶
門

fX館
、
一
九
九
二
年
、
八
一
一
氏
。

F
M
U
)

台
湾
に
お
け
る
中
小
企
業
は
、
一
九
六
七
年
の
「
中
小
企
業
輔
導
準
別
」
の

な
か
で
定
義
さ
れ
て
い
る
ひ
製
造
業
を
例
に
あ
げ
る
と
、
資
本
金
が
五
百
万
元

以
下
で
、
従
業
員
百
人
以

F
の
企
業
が
中
小
金
業
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
規
定

は
、
そ
の
後
任
制
改
定
さ
れ
、
一
九
九
ゐ
年
に
は
、
資
本
払
込
制
組
問
千
万
比
以

ド
‘
資
産
総
額
&
億
三
千
万
必
以
下
と
修
正
さ
れ
た
。
行
問
、
前
掲
響
、
…

1

1
、J

J
ム

v
k
y

{
刊

M
)

朴
、
前
掲
先
府
、

F
O六一災心

(
川
叶
)
お
郎
、
前
側
問
書
、
八
間
百
H
V

{日
N
)
A
r
海
珠
「
東
ア
ジ
ア
時
代
の
韓
関
経
済
発
展
翁
』
税
批
判
経
環
協
会
、
一
九
九

五
年
、
一
間
近
か
ら
一
五

O
氏。

{
M
M

一
)
朴
、
前
掲
紅
町
、
一
-
一
一
頁
仁

〔幻
)

J

九
六
五
年
か
ら
八

O
年
の
台
湾
、
総
悶
に
お
け
る
輸
出
の
年
平
均
増
加
来

は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
八
・
六
%
、
二
七
・
…
一
%
で
あ
っ
た
σ

叶

F
0
4司
z
g
w
m出
ww

巧
芝
山
札
口
g
n
N
S苦
g
h
同
§
。
ュ

SMWMW
同》官
aNNULl時
国

ω・
台
湾
の
数
僚
は
、
関

係
、
前
掲
品
科
目
、
ム
ハ
一
月
け

(
同
日
)
」
九
六
六
年
の
大
統
領
選
で
マ
ル
コ
ス
の
ラ
イ
バ
ル
と
な
っ
た
オ
ス
メ

1

ニ
ャ
は
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
期
ケ
ソ
ン
大
'
統
領
の
次
の
政
権
を
継
い
だ
セ
ル
ジ

ォ
・
オ
ス
メ

l
ニ
ヤ
大
統
領
の
息
子
で
あ
る
の
オ
ス
メ

i
ニ
ヤ
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
政
界
の
中
で
も
有
名
な
今
日
族
で
あ
る
む
オ
ス
メ
!
ニ
ャ
家
の
駁
史

に
附
倒
し
て
は
、
冨
&mw円。
P
H戸
E
ロ
W
J
J
J
F。
U
B
R
H
W
C
o
o
m
。
口
氏
丘
。
回
一

J

門戸時
E
0
8
0
5苦
言
。
吋
任
。
。
ω
E
8
3
w
H
u
g
-
H申
由
。
~
仲
間
宮
宮
の
o
F

KC中
。
晶
君
よ
〉
言
寄
与
い
可
。
刊
、
2
5
N
N
2
・
HEaH問
。
河
内
出
、
Q
苦にいて

NSHFぬ
MMERY目

、
明
記
旬
、
〉
g
ロ
g
o
o
寓
2M昨日釦
C
E〈
号
即
位
句
可
円
E
F
H
U由一戸唱
MVHEll--]54
を

一
八

O

参
照
。

(
印
)
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
代
表
的
な
政
党
と
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
タ
党
と
リ
ベ
ラ
ル

党
が
あ
り
、
マ
ル
コ
ス
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
タ
党
か
ら
大
統
領
選
挙
に
出
馬
し
た
c

歴
史
的
に
フ

f
リ
ピ
ン
の
A

4

大
政
党
は
、
政
策
に
対
す
る
際
立
っ
た
援
異
が
存

在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
六
五
年
以
前
に
マ
ル
コ
ス
は
、
リ
ベ
ラ
ル
党
に

在
籍
し
て
い
た
が
、
リ
ベ
ラ
ル
党
内
に
お
け
る
選
挙
で
大
統
領
候
織
と
し
て
遊

ば
れ
な
か
っ
た
た
め
、
急
逮
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
タ
党
に
鞍
努
え
し
た
c

大
統
領
の

選
出
に
つ
い
て
は
、
一
九
間
六
年
、
開
九
年
、
L

ハ
一
年
が
リ
ベ
ラ
ル
党
か
ら
、

五
一
二
年
、
五
七
年
、
六
五
年
、
六
九
年
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
タ
党
か
ら
選
出
さ
れ

お
り
、
両
党
が
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
政
権
を
支
え
て
き
た
と
い
え
る
3

(
お
)
大
統
鎖
の
権
限
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
第
弐
条
で
あ
る
が
、
場
機
大
統
領

す
な
わ
ち
マ
ル
コ
ス
は
、
暫
定
問
民
議
会
が
召
集
さ
れ
る
ま
で
、
日
九
六
五
年

憲
法
に
よ
っ
て
大
統
領
に
与
え
ら
れ
た
権
問
眠
と
A

九
七
一
一
一
年
憲
法
で
大
統
領
と

鈴
相
に
与
え
ら
れ
た
権
限
の
何
万
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
し
か
し
斬
制
定

問
民
議
会
が
刀
口
集
さ
れ
れ
ば
、
斬
制
定
問
民
議
会
は
正
規
の
関
民
談
会
と
同
等
の

権
力
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
悶
民
議
会
に
は
立
法
権
が
与
え
ら
れ
、
同
民
議
会

議
員
の
多
数
の
支
持
で
選
ば
れ
る
筒
椴
に
は
、
一
九
三
五
年
滋
法
で
大
統
領
に

付
号
さ
れ
て
い
た
行
政
の
議
お
指
縛
様
、
人
事
任
命
権
と
縫
免
様
、
予
算
案
提

出
様
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
マ
ル
コ
ス
が
象
徴
と
し

て
の
大
統
領
で
し
か
な
く
な
る
こ
と
を
窓
旅
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
戒
厳
令

ド
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
議
会
の
機
能
は
停

d
し
て
い
た
σ
Z
関口
k
y
司
、
号
。

S
色町

宮
H
8
3
。
刊
号

e
E
F
R
2
E
F
G
M
U
F
N
N恥
毛
利
害

3
2
m立
。
口
問
}
開
2

5
邑
n
E品

。。
4
0
目
。
刷
出
版
。
ロ
骨
〉
丘
町
。
ュ
々
ゆ
同
盟
、
叫
~
y
唱
・
出
品
・

(
幻
〕
の
と
ν
出
品
。
三
回
。
M1向。
r
-
N也九叫可〉
22wn同2
2
w
z
a刊誌

hve
」
〈
ぬ
宮
内
。
お
丸
紅
ミ
E
、刷、

同〕同
MHL初
当
。
。
口
Z
M
P
H也、叫∞ゆ司唱
-ac
由
H'



(
円
}
)
マ
ル
コ
ス
政
権
期
の
政
党
笠
録
制
度
に
は
、
政
党
の
笠
録
を
限
定
す
る
よ
う

な
規
定
が
い
く
つ
か
感
り
込
ま
れ
て
い
た
(
一
九
八
ニ
ヰ
の
改
慾
で
各
政
党
は
、

前
闘
の
選
挙
で
会
投
禁
数
の
一

O
%を
獲
得
し
な
け
れ
ば
、
次
期
選
挙
で
政
党

の
認
一
訟
を
失
う
と
い
う
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
認
誕
権
は
中
央
選
挙
管
理
委
員

会
に
託
さ
れ
た
が
、
選
管
は
八
一
二
年
ま
で

K
H
D
L
に
挙
制
慨
さ
れ
て
い
た
り
ま
た

政
党
は
、
認
誕
の
他
に
資
録
に
際
し
て
党
規
約
を
含
む
党
鍬
議
願
書
の
提
出
な

ど
を
潮
岬
せ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
規
定
は
、
形
式
上
の
民
主
主
義
制
度
を
維
持

す
る
こ
と
に
努
め
た
マ
ル
コ
ス
に
と
っ
て
、
議
会
に
お
け
る
反
マ
ル
コ
ス
派
の

権
力
を
抑
え
K
B
L
の
後
勢
を
篠
山
間
し
、
た
と
え
議
会
制
を
倒
相
関
し
た
後
も
マ

ル
コ
ス
自
身
の
権
力
を
安
定
さ
せ
る
犯
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

G
Z。日目。乱。ゅ

』
。
切
。
沼
唱
凶

-
P
F
2
5
5
0
3
。
コ
マ
見
合
N
h
F
N

例
。
。
三
宮
M
U
F
N
N

也
、

5
2
2
5

ヘ由、話。
H
a
r。
ロ
タ
m
o
H
『
。
。
r
m
g
H
-
P
H申
曲
斗
岨
唱

-MGHa

(
お
)
パ
タ
ン
輸
出
加
工
皮
に
お
け
る
特
典
と
は
、
(
二

O
O
%外
入
所
有
の

許
可
、
(
二
マ
ニ
ラ
市
よ
り
も
低
い
最
低
賃
金
設
定
の
許
可
、
(
ゴ
一
)
関
内
政

資
本
装
備
に
対
す
る
減
税
同
相
即
位
も
含
め
て
の
免
税
特
様
、
輸
入
以
料
お
よ
び
装

備
に
つ
い
て
の
免
税
獄
後
、
輸
出
税
お
よ
び
市
町
村
税
お
よ
び
地
方
税
の
免
除
、

(
問
)
輸
入
に
つ
い
て
、
中
央
銀
行
外
関
為
鯵
割
当
に
対
す
る
優
先
措
際
、

(
h
)

土
地
お
よ
び
水
に
つ
い
て
の
低
賃
貸
料
、
(
六
)
社
会
資
本
お
よ
び
工
場

m建

造
物
に
対
す
る
政
府
の
資
金
援
助
、
(
七
)
限
定
資
産
の
減
価
償
却
促
進
で
あ

る
υ

一
九
八

C
年
ま
で
に
パ
タ
ン
輸
出
加
工
広
は
、
一
色
七
企
業
の
誘
致
に
成
功

し
た
c

ベ
リ
ョ
、
ワ
ル
デ
ン
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
控
折

l
椴
銀
・

I
M
F
の
開
発

政
策
と
マ
ル
コ
ス
体
制
」
一
一
一
歩
書
官
房
、
ム
九
八
五
年
、
二
問
問
一
れ
。

(
均
一
)
総
務
庁
統
計
局
吋
間
間
際
統
計
要
覧
』
一
九
六
八
か
ら
八
五
年
。

(
お
)
台
湾
の
輸
出
入
額
を
み
て
み
る
と
、

A

九
六
五
年
は
輸
出
が
問
億
五
千
万
ド

ル
、
輸
入
が
五
億
五
六
民
万
ド
ル
で
あ
っ
た
。
入

O
年
に
は
、
輸
出
が
A

九
八

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
経
済
発
展
(
渡
辺

億
.
子
百
万
ド
ル
、
輸
入
が
一
九
七
億
一
二
百
万
ド
ル
に
途
し
た
υ

他
万
機
凶

は
、
六
五
年
の
輸
出
が
.
億
七
五
百
万
ド
ル
、
輸
入
が
問
億
六
一
百
万
ド
ル
で

あ
っ
た
む
八

O
年
に
は
、
輸
出
が
A

七
五
億
五
百
万
ド
ル
、
輸
入
が
一
一
一
F

一一億

九
-
一
百
万
ド
ル
と
な
っ
た
。
ム
日
湾
の
デ
ー
タ
は
、
隅
谷
、
前
掲
4

齢
、
ん
ハ
頁
。
線

閣
の
デ
ー
タ
は
、
総
務
庁
統
計
局
「
間
間
際
統
計
要
覧
』

s

九
七

h
年
、
一
九
八

L
1
0
 

1
i
h
可

(
お
)
ベ
リ
ョ
、
前
町
問
書
、
二
六
4

氏。

(
幻
)
ノ
ソ
ク
ダ
ウ
ン
方
式
と
は
、
.
つ
の
品
物
を
完
成
品
と
し
て
あ
る
闘
に
輸
出

す
る
の
で
は
な
く
、
加
山
口
叩
の
ま
ま
輸
出
し
、
輸
出
先
の
現
地
で
級
み
史
て
る
方

式
の
こ
と
で
あ
る
。

(
川
崎
)
ロ
ベ
ス
家
は
、
代
表
的
な
土
義
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
政
界
・
絞
済
凶
作
に
も

強
い
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
た
め
、
戒
厳
令
布
告
以
後
は
マ
ル
コ
ス
の
標
的
と

な
っ
て
い
た
り

(
鈎
)
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
吋
ア
ジ
ア
動
向
」

A

九
八
二
年
、
一
九
八
九
年
。

(
初
)
ト
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
(
二
銅
精
錬
所
、
今
}
燐
機
肥
料
プ
ラ
、
J

ト
、
(
一
一
コ
一
貫
製
鉄
所
、
(
問
)
重
機
設
備
製
造
、

(415
セ
メ
ン
ト
絞
染
拡

張
、
エ
ハ
)
コ
コ
ケ
ミ
カ
ル
・
プ
ラ
ン
ト
、
(
七
)
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
エ
ン
ジ
ン
製

造
、
(
八
)
ア
ル
ミ
精
錬
所
、
(
九
)
ア
ル
コ
ガ
ス
計
断
、
(
十
)
紙
・
パ
ル
プ

一
銭
プ
ラ
ン
ト
、
(
十
二
石
泌
・
化
学
プ
ラ
ン
ト
で
あ
る
。
一
九
八
一
二
年
六

月
に
は
(
L

つ
か
ら
(
十
一
)
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
止
が
決
定
さ
れ
た
c

(
訂
)
政
府
系
の
非
銀
行
系
余
融
機
関
で
あ
り
公
務
員
の
保
険
機
関
で
あ
る
。

(
犯
)
森
搾
に
よ
れ
ば
、
悶
宥
食
業
の
急
燃
は
、
単
な
る
不
況
企
業
の
救
済
と
い
、
っ

意
味
を
も
つ
だ
け
で
は
な
く
、
民
間
企
業
の
対
外
債
務
を
公
的
対
外
債
務
に
転

化
す
る
と
い
う
A

仰
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
。
米
関
の
一
報
行
舎
は
次
の
こ
と

を
附
明
ら
か
に
し
て
い
る
3

間
八

O
の
外
附
債
券
銀
行
が
フ
f
リ
ピ
ン
の
対
外
抑
制

}¥ 



筑
波
法
政
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(
ニ

O
O
ニ
)

八，

務
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
交
渉
に
臨
ん
で
出
し
た
条
件
の
一
つ
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政

府
や
闘
立
金
融
機
関
が
保
証
を
与
え
た
民
間
対
外
債
務
を
公
的
債
務
に
転
化
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

M
W
E
H
-
2
8
9》円
r
q
の
一
九
八
五
年
一
月
一
一
一

O
臼
付

の
雑
誌
で
、
憎
向
。

aMMぬ
g
。曲目叫。『宮内
W
H
Z
O広
忠
径
の
。

B
E骨
骨
露
。
出
合
。
弓
守

E
S
切
首
唱
。
E
P訟
々
の
委
員
長
リ
ン
ド
(
ピ
ロ
門
戸
』
。
『
ロ
凶
・
)
に
よ
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
外
開
銀
行
に
対
す
る
債
務
に
つ
い
て
の
研
究
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
一
九
八
一
年
以
降
の
悶
有
企
業
の
急
増
は
、
民
間
企
業
の
倒
産
に
よ
る

対
外
債
務
の
デ
フ
才
ル
ト
を
恐
れ
た
間
際
金
融
界
が
、
今
ま
で
背
後
に
控
え
て

い
た
国
家
に
夜
緩
貨
任
を
と
ら
せ
よ
う
と
‘
表
舞
台
に
引
き
ず
り
出
し
た
結
果

で
あ
る
。
森
浮
恵
子
『
現
代
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
の
構
造
』
効
率
骨
官
房
一
、
一
九
九

三
年
、
六

O
か
ら
六
一
一
一
頁
。

(
お
)
森
淳
、
腕
掲
書
、
六

O
資。

(
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
}


